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人
々
の
政
治
意
識
は
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
る
の
か
。
一
面
か
ら
見
れ
ば
、
そ
れ
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
形
成
さ
れ
る
と

い
え
る
。
し
か
し
、
他
面
、
年
齢
が
上
昇
す
る
に
つ
れ
て
、
体
験
や
学
習
に
よ
っ
て
意
識
が
再
形
成
さ
れ
る
と
い
う
よ
り
も
、
既
存
の
意

政
治
的
社
会
化
に
お
け
る
連
続
と
不
連
続
（
二
（
岡
村
・
松
本
）

五

は
じ
め
に
ｌ
闘
題
の
所
在

〔
Ｉ
〕
「
政
治
家
不
信
」
と
「
政
治
不
信
」

｜
政
治
家
像

二
「
政
治
不
信
」
の
構
造
（
以
上
本
号
）

〔
Ⅱ
〕
「
政
党
支
持
」
と
政
治
的
メ
ン
タ
リ
テ
ィ

は
じ
め
に
ｌ
問
題
の
所
在

政
治
的
社
会
化
に
お
け
る
連
続
と
不
連
続
三

￣ 

ｌ
予
備
的
考
察
－
－

一
政
党
へ
の
志
向
性
と
「
保
守
－
革
新
」
枠
組

二
政
党
識
別
パ
タ
ン
と
「
嫌
い
な
政
党
」

三
政
党
イ
メ
ー
ジ
と
「
リ
ァ
リ
ズ
ム
ー
ァ
ン
チ
・
リ
ア
リ
ズ

ム
」
枠
組

付
単
純
集
計
表

岡
村
忠
夫

松
本
正
生
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’
法
学
志
林
第
九
十
三
巻
第
二
号

一ハ

識
に
合
せ
て
対
象
を
見
て
い
く
と
い
う
傾
向
が
現
わ
れ
て
く
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
古
来
、
多
く
の
研
究
者
は
、
未
成
年
期
に
お
い

て
政
治
意
識
の
主
要
な
部
分
が
形
成
さ
れ
、
お
と
な
に
な
る
と
そ
れ
は
比
較
的
安
定
す
る
と
考
え
た
。
政
治
と
教
育
と
の
関
係
が
政
治
学

の
主
題
の
一
つ
で
あ
る
理
由
で
あ
る
。
多
く
の
文
献
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
プ
ラ
ト
ン
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
ま
で
遡
る
。
し

か
し
、
そ
の
実
証
的
研
究
が
は
じ
め
ら
れ
た
の
は
、
二
十
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
一
九
一
一
一
○
年
代
、
メ
リ
ア
ム
は
、
政
治
社
会
が

変
貌
す
る
な
か
で
の
公
教
育
を
政
治
権
力
の
正
当
性
の
培
養
と
結
び
つ
け
、
教
科
書
を
綿
密
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
過
程
を
明

（
１
）
 

ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
政
治
意
識
の
実
態
は
、
印
象
記
述
風
に
説
明
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
政
治
と
教
育

と
の
関
連
、
未
成
年
期
に
お
け
る
政
治
態
度
形
成
過
程
の
実
証
的
分
析
の
噌
矢
は
、
一
九
六
○
年
代
の
イ
ー
ス
ト
ン
、
ヘ
ス
、
グ
リ
ー
ン

ス
タ
ィ
ン
ら
の
研
究
で
あ
る
。
以
後
、
未
成
年
期
に
お
け
る
政
治
態
度
の
形
成
は
政
治
的
社
会
化
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
多
く
の
デ

（
２
）
 

－
夕
が
提
出
さ
れ
て
き
て
い
る
。

政
治
的
社
会
化
研
究
に
関
し
て
い
く
つ
か
の
論
点
が
争
わ
れ
て
き
て
い
る
が
、
そ
の
一
つ
は
、
未
成
年
期
の
ど
の
時
期
が
政
治
態
度
の

形
成
に
重
要
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
イ
ー
ス
ト
ン
や
グ
リ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
ら
は
八
歳
か
ら
十
三
歳
の
グ
レ
ー
ド
・
ス
ク
ー
ル
の

子
ど
も
を
対
象
に
し
た
が
、
シ
ュ
ワ
ル
ッ
は
さ
ら
に
年
齢
が
下
の
幼
稚
園
児
に
注
目
し
た
。
ジ
ェ
ニ
ン
グ
ス
と
一
一
エ
ミ
は
高
校
生
が
重
要

（
３
）
 

で
あ
る
と
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
に
は
理
由
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
作
業
は
、
政
治
態
度
、
政
治
意

（
４
）
 

識
の
形
成
過
程
の
年
齢
を
縦
断
す
る
検
討
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
子
ど
も
か
露
ら
お
と
な
へ
の
連
続
的
考
察
で
あ
る
。
子
ど
も
の
政
治
的
社

会
化
研
究
に
お
い
て
お
と
な
は
社
会
化
の
媒
体
（
潟
の
ロ
ミ
）
と
し
て
扱
わ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
子
ど
も
の
態
度
形
成
に
お
と
な
が
ど
の

よ
う
な
影
響
を
ど
れ
だ
け
与
え
る
か
と
い
う
側
面
の
み
が
対
象
に
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
お
と
な
の
政
治
意
識
は
子
ど

も
の
政
治
的
社
会
化
の
結
果
か
ら
類
推
さ
れ
る
と
い
う
方
法
が
一
般
的
で
あ
る
。
重
要
な
問
題
は
、
未
成
年
期
に
お
い
て
獲
得
さ
れ
た
政
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お
と
な
と
子
ど
も
の
政
治
態
度
、
政
治
意
識
を
綜
合
的
に
分
析
す
る
こ
と
に
は
多
く
の
障
害
が
あ
る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
っ
て
意
識
を
さ
ぐ
ろ
う
と
し
て
も
、
低
年
齢
層
へ
の
質
問
は
お
と
な
に
は
無
意
味
で
あ
り
、
お
と
な
に
対
す
る
質
問
が
子
ど
も
に
理

解
で
き
な
い
場
合
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
同
一
の
質
問
が
可
能
で
あ
っ
て
も
、
理
解
さ
れ
る
内
容
は
、
お
と
な
と
子
ど
も
で
は
大
き
く

異
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
標
本
の
年
齢
の
幅
を
大
き
く
と
る
と
、
世
代
差
と
ラ
イ
フ
・
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
年
齢
差
と
を
弁
別
す
る

こ
と
が
困
難
に
な
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
自
覚
し
つ
つ
、
お
と
な
と
子
ど
も
を
一
貫
し
て
と
ら
え
る
調
査
を
計
画
し
て
い

る
。
本
稿
は
、
そ
の
た
め
の
予
備
調
査
の
結
果
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
目
的
に
沿
っ
て
、
一
九
九
四
年
八
月
、
法
政
大
学
通
信
教
育
部
夏
期
ス
ク
ー
リ
ン
グ
に
出
席
し
た
学
生
一
八
八
名
、
九
月
、
埼
玉

大
学
教
養
課
程
の
学
生
一
○
七
名
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
は
集
合
調
査
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
標
本
と
し

て
大
学
生
を
選
ん
だ
の
は
、
彼
ら
が
子
ど
も
と
お
と
な
の
接
点
に
位
置
し
、
ま
た
、
選
挙
権
獲
得
前
後
の
年
齢
層
と
い
う
点
で
政
治
的
社

会
化
の
新
し
い
様
相
を
示
す
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
通
信
教
育
部
生
に
は
中
高
年
者
も
若
干
存
在
す
る
こ
と
か

ら
、
年
齢
構
成
に
お
け
る
連
続
性
が
多
少
と
も
確
保
さ
れ
る
と
予
想
し
た
。
私
立
大
学
の
通
信
教
育
生
と
国
立
大
学
生
と
で
は
か
な
り
性

格
が
異
な
り
、
標
本
の
幅
を
少
し
で
も
広
げ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
た
が
、
今
回
の
調
査
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
両
者
の
間
に
大
き
な

差
異
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
若
干
の
差
が
あ
る
場
合
、
そ
れ
は
年
齢
差
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
推
定
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
本

稿
で
は
両
者
を
合
算
し
た
数
値
を
用
い
、
お
と
な
と
子
ど
も
の
接
点
と
い
う
側
面
を
中
心
に
考
え
て
い
き
た
い
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

政
治
的
社
会
化
に
お
け
る
連
続
と
不
連
続
（
二
（
岡
村
・
松
本
）

七

治
態
度
が
、
成
人
に
な
っ
て
ど
の
よ
う
に
維
持
さ
れ
、
変
容
す
る
か
、
ま
た
、
変
ら
な
い
も
の
は
何
か
、
変
る
も
の
は
何
か
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
政
治
的
社
会
化
と
い
う
概
念
を
成
年
に
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
も
必
要
と
さ
れ

（
５
）
 

る
で
あ
ろ
う
。

Hosei University Repository



（
４
）
一
九
八
七
年
社
会
経
済
国
民
会
議
「
有
権
者
の
生
活
意
識
と
投
票
行
動
に
関
す
る
意
識
調
査
」
（
「
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
」
調
査
）
、
母

集
団
・
東
京
都
の
有
権
者
、
二
段
階
抽
出
、
標
本
数
．
一
、
二
○
○
、
面
接
調
査
法
。

本
稿
は
ま
ず
、
〔
Ｉ
〕
に
お
い
て
、
政
治
家
像
を
中
心
に
、
子
ど
も
の
政
治
意
識
と
お
と
な
の
政
治
意
識
の
連
続
、
不
連
続
を
考
え
る
。

こ
れ
ま
で
の
政
治
的
社
会
化
研
究
は
、
政
治
家
像
を
政
治
意
識
形
成
の
基
底
と
し
て
重
視
し
て
き
た
。
日
本
の
子
ど
も
で
も
、
さ
ま
ざ
ま

な
政
治
事
象
の
な
か
で
、
ま
ず
意
識
さ
れ
る
の
は
政
治
家
、
と
く
に
総
理
大
臣
の
存
在
で
あ
る
。
総
理
大
臣
を
肯
定
的
に
見
る
、
あ
る
い

法
学
志
林
第
九
十
三
巻
第
二
号

八

今
回
の
調
査
は
予
備
調
査
で
あ
る
。
標
本
の
数
も
多
く
な
く
、
無
作
為
に
抽
出
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
同
年
齢
層
の
な
か
で
大
学
生

に
偏
向
し
て
い
る
。
し
か
し
、
二
十
歳
前
後
の
年
齢
層
と
い
う
側
面
を
中
心
に
検
討
す
る
と
、
今
後
の
政
治
的
社
会
化
研
究
の
い
く
つ
か

の
方
向
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
６
）
 

〈
「
回
の
調
査
結
果
を
補
完
す
る
た
め
に
、
次
の
調
査
結
果
を
参
照
す
る
。

（
１
）
一
九
六
八
年
岡
村
忠
夫
他
「
生
徒
と
政
治
に
つ
い
て
の
調
査
」
、
小
学
校
三
年
雄
一
か
ら
高
校
三
年
生
ま
で
、
標
本
数
．
六
、
四

一
三
、
集
合
調
査
法
、
調
査
地
点
衷
泉
都
・
神
戸
市
・
札
幌
市
・
長
崎
市
・
金
沢
市
・
広
島
県
郡
部
・
青
森
県
郡
部
、
調
査
校
は

（
３
）
’
九
七
九
年
地
十

○
’
○
、
面
接
調
査
法
。

便
宜
に
よ
り
選
定
。

（
２
）
一
九
八
九
年

数
．
四
、
二
二
一
一
、

便
宜
に
よ
り
選
定
。

相
内
俊
一
・
岡
村
忠
夫
「
社
会
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
、
小
学
校
三
年
生
か
ら
高
校
三
年
生
ま
で
、
標
本

集
合
調
査
法
、
調
査
地
点
東
京
都
・
札
幌
市
近
郊
・
北
海
道
北
部
の
小
都
市
・
和
歌
山
県
郡
部
、
調
査
校
は

地
方
自
治
協
会
「
市
民
意
識
と
地
方
自
治
」
、
母
集
団
・
全
国
の
有
権
者
、
層
別
二
段
階
抽
出
、
標
本
数
．
二
、
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は
否
定
的
に
見
る
と
い
う
態
度
は
、
年
齢
が
上
昇
す
る
に
つ
れ
て
他
の
政
治
意
識
の
形
成
と
結
び
つ
い
て
い
く
。
こ
の
過
程
に
お
い
て

「
政
治
家
不
信
」
が
顕
在
化
す
る
。
こ
の
「
不
信
」
の
内
容
は
子
ど
も
に
お
い
て
も
複
雑
で
あ
る
。
コ
ト
パ
の
上
で
の
「
不
信
」
が
必
ず

し
も
否
定
に
つ
な
が
ら
な
い
側
面
が
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
の
多
く
は
、
い
わ
ば
「
醒
め
た
」
眼
で
総
理
大
臣
を
見
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を

か
り
に
「
リ
ア
リ
ズ
ム
志
向
」
と
呼
ぼ
う
。
今
日
、
お
と
な
の
間
で
も
「
政
治
家
不
信
」
が
頂
点
に
達
し
、
そ
れ
が
「
政
治
不
信
」
に
つ

な
が
る
と
の
論
調
が
盛
ん
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
政
治
家
不
信
」
は
、
汚
職
、
派
閥
抗
争
に
か
か
わ
る
だ
け
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
回
調

、
ｂ

査
し
た
青
年
に
お
い
て
も
「
政
治
家
不
信
」
の
表
現
は
顕
著
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、
そ
こ
に
「
リ
ア
リ
ズ
ム
志
向
」
の
契

機
が
内
在
す
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
「
政
治
不
信
」
が
「
政
治
家
不
信
」
と
関
連
が
あ
る
な
ら
ば
、
「
政
治
不
信
」
の
意
味

と
構
造
も
同
じ
文
脈
で
分
析
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

〔
Ⅱ
〕
の
主
題
は
、
政
党
に
つ
い
て
の
意
識
で
あ
る
。
子
ど
も
の
政
治
的
社
会
化
に
お
い
て
、
政
党
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
総
理
大
臣
の
イ

メ
ー
ジ
よ
り
遅
れ
る
が
、
小
学
校
上
級
頃
か
ら
徐
々
に
形
成
さ
れ
る
。
し
か
し
、
選
挙
権
が
な
い
子
ど
も
に
と
っ
て
、
政
党
は
彼
ら
の
生

活
の
外
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
選
挙
権
を
猶
得
す
る
年
齢
の
前
後
で
の
政
治
的
社
会
化
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
調
査
が
行
わ
れ
た
の
は
、

村
山
内
閣
が
成
立
し
た
直
後
で
あ
る
。
「
五
五
年
体
制
」
が
崩
壊
し
、
連
立
の
推
移
も
内
容
も
複
雑
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
「
保
守
」
と

「
革
新
」
と
い
う
座
標
軸
も
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
え
る
と
、
政
党
の
認
識
は
困
難
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
か

し
、
青
年
は
政
党
を
識
別
し
、
選
択
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
基
準
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
は
こ
こ
で
、
政
党
に
つ
い
て
の
新
た
な

「
認
知
ス
ク
リ
ー
ン
」
の
抽
出
を
試
み
る
。
そ
れ
は
「
投
票
し
よ
う
と
思
う
政
党
」
と
「
投
票
し
た
く
な
い
と
思
う
政
党
」
が
ペ
ア
と
な

っ
た
「
政
党
識
別
パ
タ
ー
ン
」
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
「
拒
否
政
党
」
は
特
定
の
政
党
に
対
す
る
い
わ
ば
政
治
風
土
的
な
拒
否
感
情
に
帰
せ

ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
「
拒
否
政
党
」
の
み
が
「
投
票
政
党
」
と
は
脈
絡
な
し
に
単
独
で
認
識
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
「
投
票

政
治
的
社
会
化
に
お
け
る
連
続
と
不
連
続
（
一
×
岡
村
・
松
本
）

九
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未
成
年
期
に
お
け
る
政
治
的
社
会
化
の
研
究
で
、
こ
れ
ま
で
も
っ
と
も
関
心
を
集
め
て
き
た
対
象
の
一
つ
は
政
治
家
像
、
と
り
わ
け
大

統
領
、
総
理
大
臣
と
い
っ
た
ト
ッ
プ
・
レ
ベ
ル
の
政
治
家
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
イ
ー
ス
ト
ミ
ヘ
ス
、
グ
リ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
ら
は
、
幼

い
子
ど
も
た
ち
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
事
象
の
な
か
で
、
ま
ず
大
統
領
に
つ
い
て
の
情
緒
的
イ
メ
ー
ジ
を
抱
き
、
そ
れ
を
基
底
と
し
て
政

（
７
）
 

治
態
度
を
形
成
し
て
い
く
と
考
え
た
。
イ
ー
ス
ト
ン
は
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
政
治
体
系
に
対
す
る
一
般
的
支
持
（
＆
魚
屋
⑩
の
の
口
ロ
，

（
８
）
 

ロ
・
耳
）
が
培
養
さ
れ
る
と
見
た
。
日
本
に
お
け
る
政
治
意
識
の
形
成
で
も
、
子
ど
も
た
ち
は
年
齢
的
に
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
総
理
大
臣

（
９
）
 

に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
ち
、
そ
の
評
価
態
度
が
他
の
政
治
意
識
の
形
成
と
関
連
し
て
い
く
過
程
が
観
察
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
子
ど

も
た
ち
の
間
で
は
、
政
治
家
を
積
極
的
に
肯
定
す
る
態
度
は
、
小
学
校
上
級
生
以
上
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
お
と
な
の

「
政
治
家
不
信
」
に
連
続
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
お
と
な
の
「
不
信
」
が
子
ど
も
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
も
い
え
る
。
こ
う
し
た

法
学
志
林
第
九
十
三
巻
第
二
号

一
○

し
よ
う
と
思
う
政
党
」
と
「
投
票
し
た
く
な
い
と
思
う
政
党
」
と
が
同
一
の
基
準
に
沿
っ
て
ペ
ア
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
わ
れ
わ
れ

の
作
業
仮
説
で
あ
る
。
こ
の
「
政
党
識
別
パ
タ
ー
ン
」
に
は
大
き
く
二
つ
の
方
向
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
リ
ア
リ
ズ
ム
志
向
」
と
「
ア
ン

チ
・
リ
ア
リ
ズ
ム
志
向
」
と
い
う
政
治
的
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
政
治
的
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
は
、

子
ど
も
の
政
治
的
社
会
化
で
形
成
さ
れ
る
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
と
無
関
係
で
は
な
い
。

〔
Ｉ
〕
「
政
治
家
不
信
」
と
「
政
治
不
信
」

政
治
家
像

Hosei University Repository



1.1図

間１５政治家に対する「伯職」
Ｎ＝２１５ 

「
政
治
家
不
信
」
を
慨
嘆
す
る
声
は
大
き
い
。
し
か
し
、
そ
の
前
に
「
不
信
」
の
内
容
と
意
味
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
ま

ず
、
次
の
質
問
の
結
果
を
見
ら
れ
た
い
。

問
嘔
あ
な
た
は
こ
こ
に
あ
げ
る
人
々
を
信
頼
で
き
ま
す
か
、
そ
れ
と
も
信
頼
で
き
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
Ⅲ
～
㈹
の

番
号
で
お
答
え
く
だ
さ
い
。

③
総
理
大
臣
⑪
国
会
議
員
ｎ
知
事
⑥
市
（
区
・
町
・
村
）
長

い
と
て
も
信
頼
で
き
る
②
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
信
頼
で
き
る
③
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
側
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
信
頼
で
き
な

い
⑤
と
て
も
信
頼
で
き
な
い
⑥
わ
か
ら
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
う
と

僧
頼
で
き
る

と
て
も
侶
緬
で
き
る

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
う
と

俄
釧
で
さ
な
い

わ
か
ら
な
い

と
て
も
伯
緬
で
き
な
い

長

臣
貝
邸
噸

大
繊
理
会

区

総
回
知
航

政
治
的
社
会
化
に
お
け
る
連
続
上

ﾄﾞﾉｼﾞZシソ／

l〃／撚撚Ｉ
■■■■■■■■■■ 

■■■■■■■■■■ 

■■■■■■■■■■ 

■■■■■■■■■■ 

￣ 
■■■■■■■■■■■■■ 

■■■■■■■■■■■■■ 

■■■■■■■■■■■■■ 

■■■■■■■■■■■■■ 

連
続
と
不
連
続
二
）
（
岡
村
・
松
本
）

00％ 

1.2回

子どもによる「総理大臣：ＩＥＩ((」の評価
「とても正直」＋「正直」の比率

％
加

DER鏥調滴

6０ 

5０ 

4０ 

3０ 

2０ 

１０ 

学年３４５６１２３ＩＺ３
Ｌ小学校二UIj学校」Ｌ高校」

1968年６３０６２６６３１国’５８０６５７５９３７２５６胡702

1968年３８２３７４４０９４１６４４１４５９判９４４４４姐４２０N［ 
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1.3回

間1５ 法学志林第九十三巻第二号（四
一一｜

ど
の
レ
ベ
ル
の
政
治
家
を
見
て
も
稗
僅
極
的
に
肯
定
す
る
も
の
は
少
数
で
あ
る
。
否
定
的
評
価
が
多
い
の
は
、
「
国
会
議
員
」
「
総
理
大
臣
」

の
順
に
国
レ
ベ
ル
の
政
治
家
で
あ
り
、
「
知
事
」
「
市
・
区
・
町
・
村
長
」
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い
。
こ
の
傾
向
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
子

ど
も
に
お
け
る
政
治
的
社
会
化
、
一
九
七
九
年
の
成
人
を
対
象
と
す
る
調
査
に
も
共
通
し
て
い
る
。
一
・
二
図
は
子
ど
も
を
対
象
に
一
九

六
八
年
と
一
九
八
九
年
に
「
総
理
大
臣
」
の
「
正
直
」
に
つ
い
て
、
問
咀
と
同
じ
く
五
段
階
評
価
で
質
問
し
た
結
果
で
あ
る
。
中
学
生
以

上
に
な
る
と
、
「
総
理
大
臣
」
を
「
正
直
」
と
す
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
一
九
六
八
年
は
佐
藤
内
閣
の
中
間
で
あ
り
、
内
閣
支
持

率
は
四
○
％
前
後
と
平
均
的
な
ラ
イ
ン
を
維
持
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
九
八
九
年
は
、
史
上
最
低
の
内
閣
支
持
率
を
示
し
た
竹

下
内
閣
が
退
陣
し
、
そ
れ
に
つ
づ
く
宇
野
内
閣
も
短
命
に
終
っ
た
。
そ
し
て
「
リ
ク
ル
ー
ト
疑
惑
」
は
頂
点
に
達
し
て
い
た
。
後
に
高
い

Ｎ
獅
沌
汕
池

勺
劇
更
寺
侭
吟
と
号
５
腫
冊
勺
劇
ま
借
且
》
と
王
い
，
で
５
つ

政治家に対する「信斬」：異なる潤俺の比牧
「どちらかというと信頼できないｊ＋「とても
個頼できない」の比率

％
刀

1,94ｺﾞド 入学生

命lE1

NJIIlIli 

金沢ili

6０ 

5０ 

４０ 

3０ 

2０ 

ID 

内
閣
支
持
率
を
得
る
海
部
内
閣
は
発
足
し
た
ば
か
り
で
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
は
子
ど
も
た
ち
に
も
低
学
年
か
ら
影

市
会
縦
Ⅱ
響
を
与
え
て
い
る
。
一
九
八
九
年
の
子
ど
も
の
方
が
「
総
理

（
ｕ
）
 

郷
・
県
会
綴
Ⅱ
大
臣
」
の
「
正
直
」
に
つ
い
て
よ
り
否
定
的
で
あ
る
。
し
か

し
、
一
九
六
八
年
の
子
ど
も
で
も
、
学
年
が
上
昇
す
る
と

市
（
区
・
町
・
村
）
農

「
総
理
大
臣
」
を
「
正
直
」
と
考
壹
え
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
い

知
躯

な
く
な
る
。
首
相
が
肯
定
的
に
見
ら
れ
な
い
傾
向
は
永
続
的

（
岨
）

国
会
譲
貝

で
あ
る
。

総
理
大
臣

問
嘔
の
「
信
頼
」
に
類
似
し
た
質
問
は
、
一
九
七
九
年
の

成
人
調
査
で
も
用
い
ら
れ
た
。
一
・
三
図
は
「
信
頼
」
に
つ
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い
て
の
否
定
的
評
価
、
「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
信
頼
で
き
な
い
」
と
「
と
て
も
信
頼
で
き
な
い
」
の
比
率
の
合
計
を
示
す
。
各
政
治
家
に

つ
い
て
の
否
定
的
評
価
は
今
回
の
方
が
か
な
り
多
い
。
し
か
し
、
年
齢
別
に
見
る
と
、
一
九
七
九
年
の
一
一
○
歳
代
は
今
回
の
大
学
生
と
ほ

ぼ
一
致
す
る
。
一
九
七
九
年
の
調
査
で
見
る
と
、
二
○
歳
代
か
ら
六
○
歳
以
上
に
か
け
て
、
「
総
理
大
臣
」
に
つ
い
て
の
否
定
的
評
価
は

（
咽
）

五
六
％
か
ら
一
一
一
○
％
へ
、
「
知
事
」
で
は
一
一
一
○
％
か
ら
九
％
へ
と
漸
減
す
る
。
こ
れ
は
、
成
人
に
な
っ
て
か
ら
も
政
治
意
識
が
変
容
す
る

側
面
を
示
唆
し
て
Ｌ
窪
。
一
・
三
図
で
観
察
さ
れ
る
も
う
一
つ
の
傾
向
は
、
国
の
政
治
家
と
地
方
の
政
治
家
と
の
区
別
で
あ
る
。
否
定
的

評
価
が
多
い
の
は
国
の
政
治
家
で
あ
っ
て
、
地
方
の
政
治
家
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い
。
こ
れ
は
子
ど
も
の
政
治
意
識
の
形
成
か
ら
一
貫
し

て
認
め
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
。
子
ど
も
に
対
し
て
、
「
総
理
大
臣
」
と
「
知
事
」
の
「
正
直
」
と
「
責
任
」
に
つ
い
て
評
価
を
求
め
る
と
、

（
崎
）

も
、
９
も

も
七

「
総
理
大
臣
」
が
常
に
よ
り
否
定
的
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
問
嘔
は
、
国
会
議
員
一
般
、
知
事
一
般
、
市
・
区
・
町
。
村
長
一
般
に
つ

い
て
質
問
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
国
会
議
員
が
集
合
名
詞
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
推
測
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
地
方
の
政

治
家
で
は
、
特
定
の
個
人
が
あ
る
程
度
意
識
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
九
六
八
年
の
子
ど
も
の
調
査
で
は
、
東
京
都
、
北
海
道
、

石
川
県
、
広
島
県
、
青
森
県
、
一
九
八
九
年
の
子
ど
も
の
調
査
で
は
、
東
京
都
、
北
海
道
、
和
歌
山
県
に
お
い
て
「
知
事
」
に
つ
い
て
た

ず
ね
た
。
地
域
差
よ
り
も
国
の
政
治
家
と
地
方
の
政
治
家
と
の
差
の
方
が
大
き
い
。
一
九
七
九
年
の
成
人
調
査
の
前
年
、
東
京
都
町
田
市

と
石
川
県
金
沢
市
に
お
い
て
予
備
誕
藝
を
行
な
っ
た
が
、
一
・
三
図
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
比
率
の
分
布
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
革
新

系
市
長
で
も
、
保
守
系
市
長
で
も
差
は
現
れ
な
い
の
で
あ
る
。
後
に
見
る
よ
う
に
、
大
学
生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
首
相
に
つ
い
て
は
か
な
り
異

な
っ
た
判
断
を
下
す
。
国
の
政
治
家
と
区
別
さ
れ
る
「
知
事
」
や
「
市
長
」
に
つ
い
て
は
な
ぜ
相
違
が
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
地
方
の
政
治
家
が
「
政
治
家
」
と
表
象
さ
れ
る
契
機
が
弱
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
地
方
政
治
、
地
方
政

府
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
は
地
方
自
治
で
あ
り
、
地
方
自
治
体
で
あ
る
。
中
学
生
に
対
す
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
ィ

政
治
的
社
会
化
に
お
け
る
連
続
と
不
連
続
（
｜
×
岡
村
・
松
本
）

一一一一
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４ｌｘ1 

11115総理大臣に対する「ｲﾊﾞ鮒」：比率の分，4
1994年と1979年の比較

法
学
志
林
第
九
十
三
巻
第
二
号

一
四

（
町
）

ン
タ
ピ
ュ
ー
で
、
国
会
、
東
京
都
、
区
と
範
囲
が
小
さ
く
な
る
に
つ
れ
て
政
治
も
少
な
く
な
る
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。
今
回
間
脳
「
一

般
に
政
治
と
い
う
と
き
、
そ
れ
は
市
区
町
村
と
は
あ
ま
り
関
係
が
な
く
、
主
に
国
に
関
係
し
た
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
意
見
に
「
そ
う
思

う
」
と
答
え
た
の
は
五
一
％
で
あ
る
。
「
政
治
が
わ
る
い
」
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
「
国
の
政
治
」
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
可
能
性
は
か
な

り
大
き
い
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
よ
り
大
き
い
理
由
は
情
報
量
の
差
で
は
あ
る
ま
い
か
。
国
と
地
方
を
問
わ
ず
、
人
々
が

え
る
情
報
は
そ
の
大
部
分
を
マ
ス
。
メ
デ
ィ
ア
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
こ
で
の
情
報
量
は
圧
倒
的
に
「
国
の
政
治
」
が
多
い
。
こ

こ
で
見
ら
れ
る
地
方
政
治
家
に
対
す
る
態
度
は
、
情
報
量
の
差
、
し
た
が
っ
て
関
心
の
度
合
を
反
映
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
地

方
政
治
家
は
否
定
さ
れ
る
傾
向
が
弱
い
。
し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、
熱
狂
的
に
支
持
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
の
で
あ
る
。
関
心
が
少
な
い

か
ら
否
定
も
少
な
い
。
別
の
側
面
か
ら
見
れ
ば
、
「
国
の

あ
る
。
今
回
の
方
が
「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
信
頼
で
き
な

１
 

％
印
夘
扣
如
、
⑩

胴
元兀
九上
岡几

隼乎
大会
学
生Iq

NZ951V546 剛
騨砺吻彪吻〃竺維駝魏勢麸いうと

垂とても鮒ｍできる

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

政
治
」
に
そ
れ
だ
け
関
心
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
で

あ
ろ
う
。

さ
て
、
否
定
的
に
見
ら
れ
る
「
国
の
政
治
家
」
の
内
容

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
調
査
時
期
、
標
本
の

質
の
遠
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
首
相
一
般
の
評
価
の
比
率

の
分
布
の
傾
向
は
変
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
・
四
図
は
、
「
総
理
大
臣
」
の
「
信
頼
」
を
今
回
と

一
九
七
九
年
成
人
調
査
の
結
果
と
を
対
照
さ
せ
た
も
の
で
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い
」
が
や
や
多
い
が
、
両
者
は
き
わ
め
て
類
似
し
て
い
る
。
「
総
理
大
臣
」
を
肯
定
的
に
評
価
す
る
グ
ル
ー
プ
は
少
数
で
あ
り
、
「
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
信
頼
で
き
な
い
」
「
と
て
も
信
頼
で
き
な
い
」
が
多
い
。
し
か
し
、
五
つ
の
選
択
肢
で
は
「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
が
も

っ
と
も
多
く
、
否
定
的
評
価
と
い
っ
て
も
「
と
て
も
信
頼
で
き
な
い
」
と
極
端
な
タ
ー
ム
で
否
定
す
る
も
の
は
二
○
％
弱
と
そ
れ
ほ
ど
多

く
な
い
。
つ
ま
り
、
「
政
治
家
不
信
」
は
穏
健
な
の
で
あ
る
。
「
政
治
家
不
信
」
に
つ
い
て
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
が
し
ば
し
ば
強
調
さ

れ
る
。
し
か
し
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
情
報
が
そ
の
ま
ま
政
治
意
識
に
反
映
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
政
治
家
は
よ
り
否
定
的
に
見
ら
れ
る

は
ず
で
あ
る
。
穏
健
な
「
政
治
家
不
信
」
は
、
子
ど
も
の
政
治
的
社
会
化
と
も
連
続
し
て
い
る
。
子
ど
も
に
は
、
総
理
大
臣
一
般
の
「
正

直
」
と
「
責
任
」
に
つ
い
て
た
ず
ね
た
が
、
一
九
六
八
年
の
高
校
三
年
生
で
「
い
つ
も
う
そ
を
つ
く
」
は
二
二
％
、
「
ほ
と
ん
ど
責
任
を

･sbq 

llII5各首相「疋血」「うそつき」の比曜

政
治
的
社
会
化
に
お
け
る
連
続
と
不
連
続
二
）
（
岡
村
・
松
本
）

5０ 

4０ 

３０ 

2０ 

０ 

と
き
ど
き
う
そ
を
つ
く

わ
か
ら
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

と
て
も
正
直

112 
【、

い
つ
も
う
そ
を
つ
く

1.6図

１Ｍ1６ 各首相「戊任をはたした」「面任をはたしていない」
の比率

5０ 

雌剤

4０ 

fijlIlLii:１１ 
3０ 

２０ 

10 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

あ
ま
り
寅
恢
を

は
た
し
て
い
な
い

ま
あ
寅
柾
を
果
た
し
た

（
て
い
る
）

巳
と
ん
と
責
任
を

は
た
し
て
い
な
い

わ
か
ら
な
い

よ
く
資
任
を
来
た
し
た

（
て
い
る
）

五
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回
答
の
比
率
の
分
布
は
一
・
五
図
、
一
・
六
図
に
示
す
通
り
で
あ
る
。
首
相
一
般
の
イ
メ
ー
ジ
は
か
な
り
固
定
的
で
あ
る
が
、
個
々
の
首

相
は
そ
れ
ぞ
れ
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
「
正
直
」
か
ら
見
て
い
こ
う
。
比
較
的
肯
定
的
に
見
ら
れ
る
の
が
海
部
、
羽
田
、
村
山
で

（
旧
）

あ
り
、
否
定
的
に
見
ら
れ
る
の
が
宮
澤
、
細
川
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
論
調
と
関
連
さ
せ
て
理
解
で
き
よ
う
。
宮
澤
は
、

竹
下
内
閣
の
副
総
理
・
蔵
相
の
と
き
、
「
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
」
と
の
か
か
わ
り
で
そ
の
釈
明
が
三
転
し
、
辞
任
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

ま
た
、
首
相
在
任
中
、
テ
レ
ビ
番
組
で
「
政
治
改
革
を
必
ず
成
し
遂
げ
る
」
と
の
言
質
を
と
ら
れ
、
そ
れ
が
「
う
そ
を
つ
い
た
」
こ
と
と

し
て
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
た
。
「
政
治
改
革
」
を
約
束
し
、
そ
れ
が
実
現
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
は
、
宮
澤
も
海
部
も
同
じ
で
あ
る
。

し
か
し
、
海
部
の
場
合
、
金
権
と
か
か
わ
り
が
う
す
い
「
ク
リ
ー
ン
・
イ
メ
ー
ジ
」
は
崩
れ
る
こ
と
な
く
、
「
さ
わ
や
か
な
」
弁
舌
、
「
懸

法
学
志
林
第
九
十
三
巻
第
二
号

一
一
ハ

は
た
し
て
い
な
い
」
は
一
○
％
で
あ
っ
た
。
竹
下
内
閣
、
宇
野
内
閣
が
相
次
い
で
退
陣
し
た
一
九
八
九
年
の
高
校
三
年
生
で
す
ら
「
い
つ

も
う
そ
を
つ
く
」
は
一
一
一
九
％
と
過
半
数
に
は
遠
く
、
「
ほ
と
ん
ど
責
任
を
は
た
し
て
い
な
い
」
は
二
二
％
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
穏

や
か
な
「
政
治
家
不
信
」
は
、
不
信
と
は
い
い
き
れ
な
い
契
機
を
内
在
さ
せ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
の
側
面
は
、
総
理
大
臣
一

般
と
個
々
の
総
理
大
臣
の
イ
メ
ー
ジ
を
関
連
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。

海
部
、
宮
澤
、
細
川
、
羽
田
、
村
山
の
各
首
相
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
質
問
し
た
。

問
５
さ
て
、
海
部
俊
樹
、
宮
澤
喜
一
、
細
川
護
煕
、
羽
田
孜
、
村
山
富
市
の
最
近
の
五
人
の
首
相
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
お
聞
き

し
ま
す
。

先
ず
、
海
部
元
首
相
は
正
直
だ
と
思
い
ま
す
か
、
う
そ
つ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
。

⑪
と
て
も
正
直
②
正
直
③
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
側
と
き
ど
き
う
そ
を
つ
く
⑤
い
つ
も
う
そ
を
つ
く
⑥
わ
か
ら
な
い

（
以
下
同
様
。
「
責
任
」
も
同
形
式
で
村
山
の
み
現
在
形
、
他
は
過
去
形
。
）
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命
な
」
態
度
が
「
正
直
」
の
側
に
傾
斜
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
細
川
の
「
正
直
」
の
評
価
が
低
い
の
は
、
佐
川
急
便
か
ら
の
借
金
を

説
明
で
き
ず
、
そ
れ
が
も
と
で
内
閣
を
投
げ
出
し
た
こ
と
と
結
び
つ
け
ら
れ
よ
う
。
羽
田
、
村
山
の
「
正
直
」
は
、
テ
レ
ビ
が
提
示
す
る

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
が
背
景
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
海
部
、
羽
田
、
村
山
で
も
、
も
っ
と
も
多
い
の
は
「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
で
あ
り
、

「
と
て
も
正
直
」
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
肯
定
す
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
積
極
的
で
は
な
い
。

「
責
任
」
で
は
、
各
首
相
の
評
価
に
さ
ら
に
バ
ラ
ツ
キ
が
現
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
評
価
が
低
い
の
は
宮
澤
で
あ
る
。
宮
澤
は
五
五
年
体

制
の
も
と
で
の
最
後
の
首
相
で
あ
っ
た
。
「
政
治
改
革
」
の
失
敗
、
「
Ｐ
Ｋ
Ｏ
」
に
対
す
る
態
度
が
「
責
任
」
と
関
連
す
る
側
面
も
考
え
ら

れ
よ
う
が
、
一
般
大
衆
の
次
元
で
は
、
「
佐
川
急
便
事
件
」
と
首
班
選
出
の
と
き
の
「
小
澤
面
接
」
が
よ
り
意
味
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。
竹

1.7脚

11115 各首相「正Iも:」梛価，問6各首扣「此１１ｺ評価と
内閣支持率

｢とても正『[」＋「爪血」，「よく脚征をはたした」＋
｢まあ責任をはたした」賊
Ｌ
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政
党
と
他
の
政
治
意
識
と
の
関
連
の
詳
細
な
検
討
は
本
稿
の
〔
Ⅱ
〕
を
参
照
さ
れ
た
い
。
「
好
き
な
政
党
」
で
は
「
な
し
」
が
圧
倒
的
で

あ
る
が
、
「
選
挙
で
選
ぶ
政
党
」
Ⅱ
「
投
票
政
党
」
で
は
「
な
し
」
「
わ
か
ら
な
い
」
は
合
せ
て
八
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
「
投
票
政
党
」

（
ｍ
）
 

は
首
相
の
評
価
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
・
一
表
は
、
「
よ
く
賀
任
を
は
た
し
た
」
と
「
ま
あ
変
任
を
は

た
し
た
」
の
合
計
の
比
率
と
、
「
ほ
と
ん
ど
責
任
を
は
た
し
て
い
な
い
」
と
「
あ
ま
り
責
任
を
は
た
し
て
い
な
い
」
の
合
計
の
比
率
を

「
投
票
政
党
」
別
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
時
点
に
お
い
て
、
自
民
・
社
会
。
さ
き
が
け
の
連
立
は
実
現
し
て
い
た
が
、
新
進
の
結

成
に
は
ま
だ
い
た
っ
て
い
な
い
。
海
部
は
自
民
を
離
れ
、
首
班
指
名
で
は
、
新
生
・
日
本
新
・
民
社
の
「
改
新
」
と
公
明
の
支
持
を
え
て

い
た
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
各
首
相
の
評
価
は
、
村
山
内
閣
成
立
前
後
の
複
雑
な
連
立
の
移
り
変
り
と
組
合
せ
を
か
な
り
反
映
し
て
い
る
。

宮
澤
を
除
き
、
ゴ
シ
ッ
ク
体
の
数
字
は
調
査
時
の
連
立
、
連
携
の
政
党
の
も
の
で
あ
る
。
「
資
任
を
は
た
し
た
」
で
見
る
と
、
海
部
は
ど

法
学
志
林
第
九
十
三
巻
第
二
号

一
八

い
」
が
よ
り
多
く
な
り
、
在
任
中
の
村
山
は
そ
れ
ほ
ど
「
責
任
」
が
追
求
さ
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
村
山
の
評
価
が
ま
だ
留
保
さ
れ
て
い
る

と
い
え
よ
う
。
一
・
七
図
は
、
各
首
相
の
「
正
直
」
「
責
任
」
に
つ
い
て
の
肯
定
的
評
価
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
閣
の
退
陣
に
も
っ
と
も
近

い
と
き
の
内
閣
支
儀
蘂
で
あ
る
。
両
者
の
間
に
は
か
な
り
の
関
連
が
認
め
ら
れ
よ
う
・
細
川
の
内
閣
支
持
率
が
高
い
の
は
、
「
国
民
福
祉

税
」
の
提
案
と
撤
回
以
前
で
あ
り
、
ま
た
、
前
述
の
「
佐
川
急
便
」
と
の
か
か
わ
り
も
ま
だ
表
面
化
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
全

体
の
傾
向
と
し
て
、
「
正
直
」
よ
り
も
「
賀
任
」
の
方
が
内
閣
支
持
率
と
結
び
つ
い
て
い
る
。

首
相
の
個
別
評
価
は
「
選
挙
で
投
票
す
る
政
党
」
と
も
関
連
す
る
。
「
好
き
な
政
党
」
を
た
ず
ね
た
後
、
わ
れ
わ
れ
は
さ
ら
に
次
の
よ

う
に
質
問
し
た
。

問
別
そ
れ
で
は
、
好
き
な
政
党
が
あ
る
か
な
い
か
は
別
に
し
て
、
選
挙
で
選
ぶ
と
す
れ
ば
、
ど
の
政
党
を
選
び
ま
す
か
（
複
数
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
）
。
（
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に
政
党
名
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
）
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１．１表問６×問20各首相の「資任」と「投票政党」

(1)「よく賀任をはたした」＋「まあ寅任をはたした」

の比率

Ｎ自民社会新生日本新党さきがけ

６９４３６１４５６６ 

海部５４３７５９５６４４

宮鰯２０２１３７８

細川１７２１“４５１８

羽田９５２６２７１５

村山１６３３２３１６２０％

(2)あまり貿任をはたしていない」＋「ほとんど寅任を

はたしていない」の比率

自民社会新生日本新党さきがけ

海部1９３７２１２７２７

宮瀞５２６３７０７６７０

細川６５６１３９３６６２

羽田５８７２３８４９５２

村山２６２８３０３６14％

の
「
投
票
政
党
」
で
も
高
い
評
価
を
え
て
い
る
が
、
新
生
、
日
本
新
で
よ
り
高
く
な
っ
て
い
る
。
宮
澤
は
逆
に
全
般
的
に
低
い
が
、
自
民

で
は
比
較
的
高
い
。
細
川
、
羽
田
の
新
生
、
日
本
新
と
の
結
び
つ
き
は
鮮
明
で
あ
る
。
村
山
は
社
会
か
ら
好
意
的
に
見
ら
れ
て
い
る
。

「
資
任
を
は
た
し
て
い
る
」
の
肯
定
的
評
価
で
は
、
連
立
を
組
ん
で
い
る
自
民
と
さ
き
が
け
の
比
率
が
低
い
が
、
「
責
任
を
は
た
し
て
い
な

い
」
の
否
定
的
評
価
で
は
社
会
と
と
も
に
低
く
な
っ
て
い
る
。
他
の
首
相
の
否
定
的
評
価
「
責
任
を
は
た
し
て
い
な
い
」
で
も
、
大
体
同

じ
傾
向
が
観
察
さ
れ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
だ
け
の
デ
ー
タ
で
首
相
の
評
価
と
「
投
票
政
党
」
と
の
関
連
を
一
般
化
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
「
投
票
政
党
」
の
差
よ
り
も
各
首
相
の
差
の
方
が
大
き
い
。
そ
し
て
、
標
本
数
が
少
な
い
た
め
、
統
計
的
有
意
差
を
述
べ
て

政
治
的
社
会
化
に
お
け
る
連
続
と
不
連
続
二
）
（
岡
村
・
松
本
）

１．８図

IHl5xIIllI5 首柵一般への「ｲﾊﾞ頬」から兄た各首Hj
1うそをつく」の比率
「ときどきうそをつく」＋「いつも
うそをつく」

兜
帥

7０ 

６０ 
l叙（Ｎ＝57）

5０ 

4０ 

he 

,／ 
jｊ 
ＪＩ 

(１どちらかというと（Ｎ＝８９）

’１１，傭執できない
’ 

１A 
ON／／どちらとも（Ｎ＝妬）
’１b／いえない
し－．一・二

3０ 

２
 
０
０
 

一
九 ●～ 

、●

どちらかというと（Ｎ＝38）
傭iiiできる

海
郎

愈
濡 細

川
村
山

羽
H１ 
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法
学
志
林
第
九
十
三
巻
第
二
号

二
○

も
意
味
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
投
票
経
験
が
少
な
い
大
学
生
の
か
な
り
の
部
分
が
、
政
党
の
区
別
が
暖
昧
に
な
り
、
連
立
が
変
転

す
る
な
か
で
こ
の
よ
う
な
態
度
を
示
す
こ
と
は
、
や
は
り
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
青
年
は
政
治
の
世
界
を
見
て
い
る
の
で
あ
る
。

す
で
に
見
た
よ
う
に
、
肯
箱
二
股
の
イ
メ
ー
ジ
は
未
成
年
の
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
定
着
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
青

年
は
、
個
々
の
首
相
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
に
判
断
を
下
す
。
首
相
一
般
の
イ
メ
ー
ジ
と
個
々
の
首
相
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
ど
の
よ
う
に
か

か
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
｜
・
八
図
は
、
問
５
「
首
相
の
正
直
」
と
問
胆
「
総
理
大
臣
に
対
す
る
信
頼
」
と
を
ク
ロ
ス
集
計
し
た

結
果
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
首
屈
二
股
に
つ
い
て
「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
信
頼
で
き
る
」
「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
「
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
信
頼
で
き
な
い
」
「
と
て
も
信
頼
で
き
な
い
」
と
考
え
る
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
五
人
の
首
相
の
「
正
直
」
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
か

を
示
し
て
い
る
。
宮
澤
と
村
山
に
や
や
バ
ラ
ツ
キ
が
大
き
い
も
の
の
、
「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
信
頼
で
き
る
」
「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」

「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
信
頼
で
き
な
い
」
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
個
々
の
首
相
の
「
正
直
」
に
つ
い
て
似
か
よ
っ
た
評
価
を
し
て
い
る
。

そ
こ
か
ら
一
貫
し
て
大
き
く
離
れ
て
い
る
の
は
「
と
て
も
信
頼
で
き
な
い
」
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
首
相
を
極
端
な
タ
ー
ム
で
否
定
す
る

（
皿
）

グ
ル
ー
プ
が
他
の
政
治
意
識
で
独
自
の
極
相
を
一
示
す
こ
と
は
、
子
ど
も
の
政
治
的
社
会
化
で
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
彼
ら
は
一
貫

し
て
否
定
的
で
あ
る
傾
向
が
強
い
。
消
極
的
に
肯
定
す
る
グ
ル
ー
プ
と
消
極
的
に
否
定
す
る
グ
ル
ー
プ
は
、
個
々
の
首
相
の
「
正
直
」
と

の
関
連
に
お
い
て
弁
別
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
視
角
を
変
え
て
み
る
と
、
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
は
、
首
相
の
一
般
的
イ
メ
ー
ジ
に
そ

れ
ほ
ど
拘
束
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
由
に
判
断
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
性
格
は
「
と
て
も
信
頼
で
き
な
い
」
に

も
あ
る
程
度
浸
透
し
て
い
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
も
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
首
相
に
つ
い
て
否
定
的
で
あ
る
傾
向
を
強
く
も
ち
つ
つ
も
、
個
別

に
評
価
を
す
る
と
い
う
側
面
を
も
有
し
て
い
る
。

調
査
結
果
に
現
わ
れ
た
数
字
を
見
る
か
ぎ
り
、
「
政
治
家
不
信
」
は
未
成
年
の
か
な
り
早
い
時
期
に
定
着
し
、
そ
し
て
成
年
の
間
で
も
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1.9図

問６×問５首相「よく責任をはたした」・
をはたした」における「正直」

永
続
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
政
治
家
不
信
」
は
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
ス
テ
レ

オ
タ
イ
プ
に
包
摂
さ
れ
え
な
い
部
分
も
認
め
ざ
る
を
え
な
い
。
首
相
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
い
え
ば
、
未
成
年
か
ら
青
年
に
か
け
て
の
政

治
意
識
の
形
成
に
一
貫
し
て
流
れ
て
い
る
も
の
は
、
否
定
し
て
も
そ
れ
を
徹
底
さ
せ
な
い
態
度
と
あ
る
程
度
多
角
的
に
見
る
視
線
で
あ
る
。

総
理
大
臣
に
つ
い
て
の
子
ど
も
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
で
は
、
高
学
年
に
な
る
と
、
総
理
大
臣
の
「
正
直
」
に
つ
い
て
「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な

い
」
「
と
き
ど
き
う
そ
を
つ
く
」
と
考
え
る
グ
ル
ー
プ
の
か
な
り
の
部
分
が
総
理
大
臣
の
「
責
任
」
を
肯
定
的
に
評
価
し
て
い
る
。
全
体

勺
■
、
、
己

（
型
）

の
比
率
か
ら
見
て
も
、
「
正
直
」
よ
り
「
責
任
」
に
つ
い
て
よ
り
少
な
く
否
定
的
で
あ
る
。
〈
「
回
の
大
学
生
の
場
合
、
こ
の
傾
向
は
見
ら

れ
な
い
。
む
し
ろ
、
首
相
の
「
責
任
」
が
よ
り
批
判
的
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
》
」
の
相
違
は
、
二
○
歳
前
後
に
お
け
る
政
治
的
社
会

化
を
再
検
討
す
る
必
要
を
示
唆
し
て
い
る
。
し
か
し
、
大
学
生
で
も
各
首
相
の
「
正

任
布

漬
医
と
「
責
任
」
と
を
ク
ロ
ス
さ
せ
る
と
、
子
ど
も
の
政
治
的
社
会
化
か
ら
連
続
し
て

ｒ
ｊ
 

＋「まあ

」評価の

し、わ

ぞか
う勺

鷺な
っい
く

】:Ｆ１

あ興任
の分布

と
き
ど
き

・
う
そ
キ
ー
つ
く

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

と
て
も
正
直

正
直

４
５
 

６
 

部
１
－
８

海
作
鋤
炉

総
理
大
臣
像
は
成
年
期
に
お
い
て
固
定
的
で
は
な
い
。
個
々
の
首
相
は
そ
れ
ぞ
れ
に

政
治
的
社
会
化
に
お
け
る
連
続
と
不
連
続
（
｜
）
（
岡
村
・
翻
準
全

一一一

）
ロ
●
■
■

戸
‐
●
ｐ
－
Ｐ
■
！
■

兜、
い
る
側
面
が
現
わ
れ
て
く
る
。
一
・
九
図
は
、
「
責
任
」
の
評
価
が
高
か
っ
た
海
部
と

細
川
に
つ
い
て
「
正
直
」
と
の
関
連
を
示
す
。
海
部
が
「
責
任
を
は
た
し
た
」
と
考
え

る
グ
ル
ー
プ
で
「
と
て
も
正
直
」
あ
る
い
は
「
正
直
」
と
す
る
も
の
は
過
半
数
に
満
た

な
い
。
細
川
で
は
そ
れ
は
さ
ら
に
少
な
く
、
二
○
％
強
に
と
ど
ま
る
。
要
す
る
に
、
首

相
が
「
責
任
を
は
た
し
て
い
る
」
条
件
と
し
て
、
必
ず
し
も
「
正
直
」
で
あ
る
必
要
は

な
い
こ
と
に
な
る
。
「
責
任
を
は
た
し
た
」
の
Ｎ
が
少
な
い
が
、
他
の
首
相
で
も
同
様

の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

￣ ̄ノノ
■■■■■■■■■■■■■■ 

Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■ 

■■■■■■■■■■■■■■ ;’'勿勿勿翻
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1.10図

間９「国会縦貝は誰のために働いていると思いますか」

法
学
志
林
第
九
十
三
巻
第
二
号

一一一一

評
価
さ
れ
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
こ
と
は
、
青
捧
〒
が
自
律
的
に
判
断
し
て
い
る
こ
と
に
は
直
接
に
は
つ
な
が
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
内
閣
支

持
率
と
そ
の
首
相
の
評
価
と
が
か
な
り
の
関
連
性
を
も
つ
こ
と
を
見
る
と
、
世
間
の
風
潮
、
と
り
わ
け
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
が
作
用

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
青
年
が
政
治
家
、
政
治
に
つ
い
て
の
情
報
を
受
容
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
青
年

は
政
治
の
世
界
と
切
断
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
情
報
に
接
し
、
自
分
自
身
の
判
断
が
そ
こ
に
働
く
と

き
、
未
成
年
期
に
獲
得
し
た
と
思
わ
れ
る
認
知
ス
ク
リ
ー
ン
も
ま
た
影
響
を
与
え
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

船
兀

二
「
政
治
不
信
」
の
構
造

､躯

九
六
八
年
研
一
》
一
ｍ

九
八
九
年
満
一
一
一
釦

九
九
四
年
大
学
生
班
Ｎ
 

6０ 

5０ 

4０ 

3０ 

ｌｉＭ 
2０ 

一四｣ｉｉｉ
10 

自
分
の
た
め

自
分
の
政
党
の
た
め

自
分
を
選
ん
だ

地
方
の
た
め

世
界
の
た
め

わ
か
ら
な
い

日
本
全
体
の
た
め

そ
の
他

最
初
に
見
た
よ
う
に
、
政
治
家
で
も
っ
と
も
否
定

的
に
見
ら
れ
て
い
る
の
は
国
会
議
員
で
あ
る
。
「
信
頼

で
き
な
い
」
と
す
る
態
度
は
、
総
理
大
臣
よ
り
は
る

か
に
多
く
、
六
七
％
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
政
治
意

識
は
「
政
治
不
信
」
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
あ
ろ

う
か
。
ま
ず
、
国
会
議
員
を
「
信
頼
で
き
な
い
」
の

内
容
か
ら
見
て
い
こ
う
。

問
９
国
会
議
員
は
誰
の
た
め
に
働
い
て
い
る

と
思
い
ま
す
か
。
一
つ
だ
け
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

⑩
自
分
の
た
め
②
自
分
の
政
党
の
た
め
③
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１．２表問９ｘ問１５

問9.国会議員:「自分のために」

働いているの比率

》
」
の
質
問
も
一
九
六
八
年
と
一
九
八
九
年
に
子
ど
も
に
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
高
校
三
年
生
の
結
果
を
合
せ
て
示
し
て
お
く
。
ま
ず
今
回

の
大
学
生
を
見
る
と
「
自
分
の
た
め
」
が
圧
倒
的
に
多
い
。
国
会
議
員
に
つ
い
て
し
ば
し
ば
い
わ
れ
る
「
地
元
利
益
」
Ⅱ
「
自
分
を
選
ん

だ
地
方
の
た
め
」
は
少
数
で
あ
る
。
「
党
利
党
略
」
Ⅱ
「
自
分
の
政
党
の
た
め
」
も
多
く
な
い
。
彼
ら
の
イ
メ
ー
ジ
の
な
か
に
は
お
そ
ら

く
「
地
元
利
益
」
や
「
党
利
党
略
」
も
あ
る
で
あ
ろ
う
・
質
問
の
形
式
を
変
え
れ
ば
ｌ
た
と
え
ば
、
二
つ
選
択
と
い
う
よ
う
に
Ｉ
顕

（
咽
）

在
化
し
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
一
つ
の
選
択
で
は
、
「
自
分
の
た
め
」
が
六
一
二
％
に
達
す
る
の
で
あ
る
。
原
理
と
し
て
マ

ス
・
メ
デ
ィ
ア
が
強
調
し
、
ま
た
国
会
議
員
自
ら
も
宣
伝
す
る
「
日
本
全
体
の
た
め
」
は
五
％
に
す
ぎ
な
い
。
一
九
六
八
年
、
一
九
八
九

年
、
一
九
九
四
年
の
結
果
を
比
較
す
る
と
、
か
な
り
の
差
が
あ
る
。
「
自
分
の
た
め
」
は
、
二
六
％
、
四
四
％
、
六
三
％
と
増
加
し
、
「
日

本
全
体
の
た
め
」
は
二
八
％
、
二
％
、
五
％
と
減
少
す
る
。
高
校
三
年
生
に
つ
い
て
い
え
ば
、
こ
の
変
化
は
、
総
理
大
臣
像
と
の
関
連

で
述
べ
た
よ
う
に
、
「
政
治
家
不
信
」
が
浸
透
し
た
結
果
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
今
回
の
大
学
生
が
そ
の
変
化
を
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
る

の
は
、
「
政
治
不
信
」
が
さ
ら
に
進
行
し
て
い
る
か
ら
か
、
高
校
卒
業
後
の
政
治
的
社
会
化
に
よ
る
も
の
か
は
、
現
存
の
デ
ー
タ
か
ら
は

自
分
を
選
ん
だ
地
方
の
た
め
仰
日
本
全
体
の
た
め
⑤
世
界
の
た
め
⑥
そ
の
他
（
）
、
わ
か
ら
な
い

政
治
的
社
会
化
に
お
け
る
連
続
と
不
迎
統
二
）
（
岡
村
・
松
本
）

一一一一一

国
会
調
員
へ
、

何
と
も
い
え
な
い
。

「
日
本
全
体
の
た
め
」
可
世
界
の
た
め
」
に
働
く
と
い
う
こ
と
が
「
自
分
の
た
め
」
に

つ
な
が
る
と
い
う
解
釈
も
あ
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
他
の
回
答
結
果
と
関
連
さ

せ
て
み
る
と
、
そ
の
内
容
は
否
定
的
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
れ

を
問
嘔
の
国
会
議
員
に
対
す
る
「
信
頼
」
と
ク
ロ
ス
さ
せ
る
と
、
「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な

い
」
「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
信
頼
で
き
な
い
」
「
と
て
も
信
頼
で
き
な
い
」
の
順
に
「
自
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法
学
志
林
第
九
十
三
巻
第
二
号

二
四

分
の
た
め
」
の
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
「
と
て
も
信
頼
で
き
な
い
」
の
グ
ル
ー
プ
で
は
八
二
％
が
国
会
議
員
は
「
自
分
の
た

め
」
に
働
い
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
子
ど
も
の
政
治
的
社
会
化
か
ら
も
推
測
で
き
る
。
一
・
二
図
は
、
一
九
六
八
年

と
一
九
八
九
年
の
調
査
に
お
け
る
「
自
分
の
た
め
」
の
比
率
を
学
年
別
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
調
査
に
お
い
て
も
、
「
自
分

の
た
め
」
の
比
率
は
高
学
年
に
な
る
に
し
た
が
っ
て
上
昇
す
る
。
こ
れ
は
総
理
大
臣
に
対
す
る
否
定
的
評
価
の
学
年
に
よ
る
増
加
と
軌
を

一
に
し
て
い
る
。
’
九
六
八
年
よ
り
一
九
八
九
年
の
結
果
に
「
自
分
の
た
め
」
が
多
い
の
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
子
ど
も
の
世
界

に
も
「
政
治
家
不
信
」
が
浸
透
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
今
回
調
査
の
大
学
生
を
見
る
と
、
一
九
八
九
年
の
高
校
三
年
生
の
四
四
％
よ

り
は
る
か
に
多
い
六
三
％
が
「
自
分
の
た
め
」
と
答
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
高
校
卒
業
後
の
政
治
的
社
会
化
が
も
た
ら
す
も
の
も
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
が
、
「
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
」
「
佐
川
急
便
事
件
」
「
ゼ
ネ
コ

ン
疑
惑
」
な
ど
で
国
会
議
員
が
主
役
と
し
て
多
く
登
場
し
た
こ
と
の
影
響

年
年

９
 

８
 

１．１１図

国会識貝「自分のために働いている」の比率
1968年閼盗，１９８９年調森（ＮはＬ２図を参照

％
印

5０ 

9８ 

4０ 

3０ 

9６ 

2０ 

1０ 

グ

ヂ

－－グ

学年３４Ｓ６

Ｌ－小学校一

１２３１Ｚ３ 

ＬＩＩＩ学校」ＬＨＷ【‐

が
大
き
い
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。

「
自
分
の
た
め
」
の
具
体
的
内
容
は
、
次
の
質
問
の
結
果
か
ら
よ
り
明

ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
一
般
に
流
布
し
て
い
る
表
象
か
ら
プ

ラ
ス
。
イ
メ
ー
ジ
と
マ
イ
ナ
ス
・
イ
メ
ー
ジ
を
三
つ
ず
つ
選
び
、
子
ど
も

を
念
頭
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
大
学
生
に
は
問
題
が
あ
る

か
と
懸
念
し
た
が
、
連
続
性
を
確
認
す
る
た
め
あ
え
て
今
回
も
使
用
し
た
。

問
ｕ
国
会
議
員
と
い
っ
た
と
き
、
あ
な
た
が
思
い
つ
く
も
の
を
二

つ
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
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は
類
似
し
て
い
る
。
大
学
生
の
方
が
マ
イ
ナ
ス
・
イ
メ
ー
ジ
が
や
や
多
い
と
は
い
え
、
と
も
に
マ
イ
ナ
ス
・
イ
メ
ー
ジ
が
圧
倒
的
に
多
く
、

そ
の
順
位
も
「
お
金
」
「
う
そ
」
「
い
ば
る
」
の
順
に
な
っ
て
い
る
。
「
お
金
を
こ
っ
そ
り
も
ら
っ
て
悪
い
こ
と
を
す
る
」
「
う
そ
を
つ
く
」

と
い
う
国
会
議
員
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
疑
獄
の
頻
度
と
は
関
係
な
く
永
》
樺
的
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
選
択
の
組
合
せ
を
示
し
た
も
の
が
一
・

三
表
で
あ
る
。
も
っ
と
も
多
い
の
は
「
お
金
」
Ⅱ
「
う
そ
」
で
あ
り
、
こ
れ
に
「
お
金
」
Ⅱ
「
い
ば
る
」
を
加
え
る
と
過
半
数
を
超
え
る
。

そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
が
、
「
お

っ
一
つ
い
・
；
、
ｌ
ｊ
ｌ
Ｉ
ｌ
０
ｌ
ド
｜
仁
ｌ
ｌ
ｌ
２
ｌ
１
金
」
Ⅱ
「
え
ら
い
」
が
六
％
あ
る
。

つ一
●

⑪
約
束
を
守
る
人
②
え
ら
い
人
③
み
ん
な
の
た
め
に
つ
く
す
人
側
お
金
を
こ
っ
そ
り
も
ら
っ
て
悪
い
こ
と
を
す
る
人

い
ば
る
人
⑥
う
そ
を
つ
く
人
、
そ
の
他
（
）
⑧
わ
か
ら
な
い

引
矧
劉
劉
剥
劇
劇
ヨ
劉
川
Ⅲ
渕
引
創
引
引
引
劃
鬮
劉
勵
Ⅱ
１
劇
削
剥
創
引
Ⅲ
引
鯏
則
刈
Ⅶ
測
引

1.12図

Ｉｌｌｌｌｌ「国会識貝といったときおもいつくもの」
l99uI年大学生，1968年高校三年生
〈Ｎは1.10図参照）

年
年

（
汎
）

脚
“

が
多
い
。
後
者
は
社
会
制
度
上
つ
え

９
９
 

政
治
的
亜
区
会
化
に
お
け
る
遡
蔑
と
不
迎
統
（
一
）
（
雨
回
佃
・
松
本
）

二
五

l園＝輔;輔222'蕊i蝋
一一一

＝＝騨醐ZZZ蝿■■
200％ 

｢国会霞員といったとき思いつ

くもの」－－組合せ

1.3表

(＊四捨五入して1％未満〉

こ
れ
は
「
え
ら
い
」
が
必
ず
し
も
プ

ラ
ス
・
シ
ン
ボ
ル
で
は
な
い
こ
と
に

よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
子
ど
も
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
と
、
一
生
懸
命
仕

事
を
す
る
お
父
さ
ん
が
「
え
ら
い
」

の
と
、
総
理
大
臣
が
「
え
ら
い
」
の

と
で
は
そ
の
意
味
を
区
別
す
る
こ
と 薯

(5) 

蕊巨ﾄﾞﾛﾖﾆﾄﾞﾄﾞ既rrH ;’’'１Fｉｉｉ;ｉｉｉ； ； 
、 ～ へ、 ノ 〆

Ｉ材|'ZZBiii§Ｉ！

わか⑬ないその他うそいばるお金みんなえらい約束‐↓
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１．１３図

「側金銀側といったとき，思いつくもの」二つ
マイナス81:価の学年による推移I961Ijl2i澗従
（Ｎは１．２回を参照）

法
学
志
林
第
九
十
三
巻
第
二
号

一
ニ
ハ

ら
ぃ
」
の
で
あ
っ
て
、
尊
敬
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
。
国
会
議
員
は
、
「
え
ら
い
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
は
な
く
、
「
え
ら
い
」
ゆ
え
に

（
班
）

「
お
金
を
こ
っ
そ
り
も
ら
っ
て
悪
い
こ
と
を
す
る
」
の
で
あ
る
。
国
会
議
員
に
つ
い
て
の
こ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
は
、
未
成
年
期
に
お
い

て
着
実
に
多
数
派
を
形
成
し
て
い
く
。
｜
・
’
三
図
を
参
照
さ
れ
た
い
。
青
年
の
意
識
は
、
子
ど
も
の
政
治
的
社
会
化
と
連
続
し
て
い
る
。

国
会
議
員
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
「
政
治
家
不
信
」
に
は
根
深
い
も
の
が
あ
り
、
最
近
に
な
っ
て
よ
り
強
く
な
っ
て
き

て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
徹
底
し
た
「
不
信
」
で
は
な
い
側
面
も
存
在
す
る
。
そ
の
一
つ
は
、
国
会
議
員
の
否
定
が

「
穏
健
」
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
国
会
議
員
を
否
定
す
る
と
い
っ
て
も
「
と
て
も
信
頼
で
き
な
い
」
と
極
端
な
タ
ー
ム
で
否
定
す
る
も
の

は
三
○
％
を
や
や
上
ま
わ
る
程
度
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
七
○
％
弱
が
国
会
議
員
に
対
し
て
「
穏
健
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
首
相
に
つ
い
て
の

観
察
を
援
用
す
れ
ば
、
「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
「
ど
ち
ら
か
と

二つともマイナス我象を
￣選んだもの

「お金」とＩうそ」を
~￣￣選んだもの％

釦

5０ 

4０ 

3０ 

2０ 

10 

学ｌｌＺ３４５６
Ｌ－小学校一

１２３ 

L1j学校」
１２３ 

Ｌ聞仗」

閨
会
議
員
に
対
し
て
「
穏
健
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
首
相
に
つ
い
て
の

観
察
を
援
用
す
れ
ば
、
「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
「
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
信
頼
で
き
な
い
」
と
考
え
る
グ
ル
ー
プ
は
流
動
的
で
あ
っ

て
、
「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
信
頼
で
き
る
」
と
す
る
グ
ル
１
プ
と

大
差
な
い
。
し
か
も
「
と
て
も
信
頼
で
き
な
い
」
で
も
、
ど
こ
ま

で
も
否
定
的
で
は
な
い
。
今
回
、
国
会
議
員
の
こ
の
側
面
に
つ
い

て
ク
ロ
ス
集
計
し
具
体
的
に
検
討
す
る
余
裕
は
な
か
っ
た
が
、
政

治
家
に
対
す
る
態
度
と
し
て
こ
の
よ
う
に
推
量
で
き
る
の
で
は
な

、
■
、
も
も

い
だ
ろ
う
か
。
も
う
一
つ
は
、
国
会
議
員
一
般
と
個
々
の
国
会
議

員
と
の
区
別
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
首
相
に
つ
い
て
見
た
こ
と
を
振

り
返
っ
て
み
た
い
。
首
相
一
般
に
つ
い
て
の
評
価
が
低
く
、
か
つ
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そ
れ
が
固
定
的
、
永
続
的
で
あ
っ
て
も
、
個
々
の
首
相
は
そ
れ
ぞ
れ
に
評
価
さ
れ
る
。
国
会
議
員
に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う
に
い
え
よ
う
。

「
お
金
を
こ
っ
そ
り
も
ら
っ
て
悪
い
こ
と
を
す
る
」
「
う
そ
を
つ
く
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
、
自
分
が
投
票
す
る
候
補
者
に
貫
徹
さ
せ
る
こ

と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
も
と
よ
り
、
有
権
者
は
自
分
が
投
票
す
量
像
補
者
が
ど
こ
ま
で
も
「
清
く
、
正
し
く
、
美
し
く
」
と
は
考
え
な
い
。

問
題
は
「
お
金
」
「
う
そ
」
の
閾
Ⅱ
許
容
範
囲
で
あ
り
、
閾
を
超
え
な
け
れ
ば
、
本
稿
の
〔
Ⅱ
〕
で
考
察
す
る
「
リ
ア
リ
ズ
ム
」
の
な
か

で
理
解
さ
れ
よ
う
。
「
政
治
家
不
信
」
は
た
し
か
に
表
明
さ
れ
て
い
る
。
重
要
な
の
は
、
そ
の
内
容
と
意
味
で
あ
る
。

I4IXI 

IMI8「いまの日本の政治を実際に動かしている人」
（Ｎは1.101劉を参照）

､２ 
－の￣

％
釦
鋤
扣
扣
如
叩

政
治
的
社
会
化
に
お
け
る
連
続
と
不
連
続
（
二
（
岡
村
・
松
本
）

九
八
九
年
尚
三

九
九
四
年
大
学
生

囮四吋脚画吻甥吻吻個個咽】国会翻貝

恥山Ⅷ
呵旧旧吻旧吃些大企繋

〃詔四二わからない

ｕ》Ⅶ薑、

人
1989年J1征では「マスコミ」なし

さ
て
、
首
箱
旧
や
国
会
議
員
は
、
政
治
の
な
か
で
ど
の
よ

う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

考
ま
で
に
一
九
八
九
年
の
高
校
三
年
生
の
結
果
を
一
・
一

四
図
に
合
せ
て
示
し
て
お
く
。
ま
ず
、
公
教
育
で
も
マ

ニ
七 羅
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法
学
志
林
第
九
十
三
巻
第
二
号

二
八

ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
論
調
で
も
強
調
さ
れ
る
「
国
民
一
人
一
人
」
が
き
わ
め
て
少
数
で
あ
る
こ
と
が
目
に
つ
く
。
そ
の
比
率
は
今
回
で
二
％

で
あ
り
、
高
校
一
一
一
年
生
で
も
八
％
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
タ
テ
マ
エ
と
し
て
の
「
国
民
主
権
」
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
・

子
ど
も
た
ち
に
「
日
本
の
政
治
を
誰
が
動
か
す
の
が
一
番
よ
い
と
思
い
ま
す
か
」
と
た
ず
ね
る
と
、
「
国
民
一
人
一
人
」
の
比
率
は
、
小

学
校
一
一
一
年
生
で
は
一
九
％
で
あ
る
が
、
六
年
生
で
七
一
一
一
％
、
中
学
校
か
ら
高
校
に
か
け
て
八
○
％
前
後
に
達
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
実
際

に
政
治
を
動
か
し
て
い
る
人
」
に
な
る
と
、
様
相
は
一
変
す
る
。
「
政
治
を
動
か
す
べ
き
人
」
と
「
実
際
に
政
治
を
動
か
し
て
い
る
人
」

と
の
乖
離
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
国
民
一
人
一
人
」
に
代
っ
て
「
政
治
家
」
が
登
場
す
る
の
で
は
な
い
。
「
国
会
議
員
」
は
一
五

％
、
「
首
相
」
に
い
た
っ
て
は
一
％
に
す
ぎ
な
い
。
高
校
一
一
一
年
生
で
は
「
国
会
議
員
」
が
多
い
が
、
そ
れ
で
も
一
一
一
一
％
で
「
首
相
」
と
合

せ
て
も
過
半
数
に
と
ど
か
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
「
政
治
家
不
信
」
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
権
力
者
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
「
不

信
」
は
蔑
視
で
あ
っ
て
も
憎
悪
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。
今
回
の
大
学
生
で
圧
倒
的
に
選
ば
れ
て
い
る
の
は
「
官
僚
」
で
あ
る
・
こ
れ
は
、

ラ
イ
フ
・
サ
イ
ク
ル
の
差
よ
り
も
、
最
近
の
政
治
事
情
の
影
響
が
大
き
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
内
閣
は
短
命
で
あ
り
、
首
相
の
強
力
な
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
見
ら
れ
な
い
。
連
立
政
権
が
つ
づ
く
な
か
で
、
政
党
の
対
立
の
軸
は
不
明
確
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
国
会
で
何
が
決
定

さ
れ
て
い
る
の
か
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
そ
し
て
「
官
僚
主
導
」
と
い
う
表
現
が
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
し
か
し
、

「
官
僚
主
導
」
の
内
容
が
有
耀
》
者
に
ど
れ
だ
け
見
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
政
治
を
実
際
に
動
か
し
て
い
る
人
」
Ⅱ
「
官
僚
」
と
い
う

意
見
は
、
「
官
僚
主
導
」
と
い
う
雰
囲
気
に
対
す
る
反
応
で
あ
ろ
う
。
「
国
民
一
人
一
人
」
が
政
治
を
動
か
し
て
い
な
い
こ
と
は
自
覚
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
他
の
誰
で
あ
る
か
は
見
え
て
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
政
治
家
不
信
」
は
「
政
治
不
信
」
に
な
り
、
さ
ら
に
「
政
治
離
れ
」
に
つ
な
が
る
と
い
わ
れ
る
・
一
九
九
五
年
の
参
議
院
議
員
選
挙

（
”
）
 

で
の
記
録
的
な
嫁
悠
役
墓
率
は
、
そ
れ
を
裏
づ
け
る
も
の
と
し
て
引
照
さ
れ
る
。
こ
の
傾
向
は
今
回
の
調
査
で
も
現
わ
れ
て
い
る
。
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１．１５図

ｌＭ１ｌＯ「意見を政治の上に反映きせるには」
（Ｎは１．１０を参照）

比
率
の
分
布
が
き
わ
め
て
類
似
し
て
い
る
。
一
九
六
八
年
の
高
校
生
と
こ
れ
ら
を
比
較
す
る
と
、
「
政
治
不
信
」
の
進
行
が
う
か
が
え
る
。

す
な
わ
ち
、
「
選
挙
で
投
票
す
る
」
が
減
少
し
、
「
何
を
や
っ
て
も
む
だ
だ
」
が
増
加
し
て
い
る
。
低
学
年
か
ら
の
推
移
を
見
る
と
、
小
学

こ
の
質
問
は
、
’
九
六
八
年
、
一
九
八
九
年
、
子
ど
も
た
ち
に
も
な
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
大
学
生
と
一
九
八
九
年
の
高
校
生
と
で
は
、

問
ｍ
あ
な
た
の
意
見
を
政
治
の
上
に
反
映
さ
せ
る
に
は
、
ど
う
す
る
の
が
も
っ
と
も
よ
い
と
思
い
ま
す
か
。

⑩
選
挙
で
投
票
す
る
②
国
会
議
員
に
訴
え
る
③
総
理
大
臣
に
手
紙
を
書
く
側
新
聞
に
投
書
す
る
⑤
同
じ
意
見
の
人
と
デ
モ

を
す
る
⑥
自
分
の
支
持
す
る
政
党
を
応
援
す
る
、
何
を
や
っ
て
も
む
だ
だ
⑧
わ
か
ら
な
い

腿
聴
蝋
燕
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1.16回

間BxIHllO

法
学
志
林
第
九
十
三
巻
第
二
号

三
○

の
二
つ
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
一
つ
は
、
人
々
の
間
で
態
度
・
意
見
が
多
様
で
あ
る
場
合
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
人

の
内
面
に
お
け
る
選
択
が
暖
昧
で
あ
る
場
合
で
あ
る
。
前
者
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
弁
別
す
る
特
色
が
現
わ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
こ
で
見
ら
れ
る
バ
ラ
ツ
キ
は
ど
ち
ら
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
「
選
挙
で
投
票
す
る
」
と
考
え
る
グ
ル
ー
プ
と
、

「
何
を
や
っ
て
も
む
だ
だ
」
と
す
る
グ
ル
ー
プ
の
性
格
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
考
え
て
い
き
た
い
。
こ
の
二
つ
は
比
較
的
多
数
か
ら

選
ば
れ
て
お
り
、
正
反
対
の
政
治
態
度
、
つ
ま
り
、
「
選
挙
で
投
票
す
る
」
は
現
行
の
政
治
制
度
に
お
い
て
正
統
と
さ
れ
る
態
度
で
あ
り
、

「
何
を
や
っ
て
も
む
だ
だ
」
は
「
政
治
不
信
」
を
端
的
に
表
現
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
、
問
８
と
問
、
を
ク
ロ
ス
集
計
し
、
こ
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
「
政
治
を
実
際
に
動
か
し
て
い
る
人
」
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
を

見
よ
う
。
「
選
挙
で
投
票
す
る
」
で
は
「
大
企
業
」
「
マ
ス
コ
ミ
」
が
多
く
、
「
何
を
や
っ
て
も
む
だ

◆
。
」

十
ｊ

％
 

｢逝挙で役蝿する」と「何をやってもむだだ」
の「政治を実際に動かしている人Ｊ

１ｉｉ躯ポヌゼ
ム業マな
人くい

国
会
識
風

選
挙
を
否
定
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
問
加
「
好
き
な
政
党
が
あ
る
か
な
い
か
を
別
に
し
て
、
選
挙
で

６
 

愚
六

糠
鰔
識
脈
嘩
割

逝
孜
Ｎ
何
０
Ｎ

選
ぶ
と
す
れ
ば
ど
の
政
党
を
選
び
ま
す
か
」
と
の
関
連
を
見
る
と
、
「
何
を
や
っ
て
も
む
だ
だ
」
の

叩
だ
」
で
は
「
国
会
議
員
」
「
官
僚
」
が
多
い
。
し
か
し
、
そ
の
差
は
大
き
く
な
く
、
両
者
は
む
し
ろ

劉没川その他類似しているといった方がいいであろう。「何をやってもむだだ」が「官僚」「大企
業
」
を
あ
げ
る
の
は
、
政
治
制
度
を
軸
に
考
え
れ
ば
、
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
「
選
挙
で
投
票
す

る
」
グ
ル
ー
プ
も
圧
倒
的
多
数
が
「
官
僚
」
「
大
企
業
」
を
選
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
選
挙
と
関
係

が
あ
る
「
国
会
議
員
」
「
首
相
」
「
国
民
一
人
一
人
」
は
わ
ず
か
で
あ
る
。
こ
の
側
面
に
注
目
す
れ
ば
、

「
政
治
に
意
見
を
反
映
さ
せ
る
に
は
選
挙
で
投
票
す
る
」
と
考
え
る
グ
ル
ー
プ
が
選
挙
に
政
治
的
有

効
性
感
覚
を
も
っ
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。
で
は
「
何
を
や
っ
て
も
む
だ
だ
」
の
グ
ル
ー
プ
は
、

lＵ 葛
、、ミ廷 ／ 

＝ 
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グ
ル
ー
プ
で
も
政
党
名
を
あ
げ
て
い
る
。
し
か
も
、
選
ば
れ
た
政
党
の
比
率
は
、
’
二
七
図
が
示
す
よ
う
に
、
「
選
挙
で
投
票
す
る
」

グ
ル
ー
プ
と
あ
ま
り
差
が
な
い
の
で
あ
る
。
「
選
挙
で
投
票
す
る
」
と
い
う
態
度
の
基
底
に
も
「
政
治
不
信
」
は
存
在
し
、
「
何
を
や
っ
て

、
も
も

も
む
だ
だ
」
と
い
っ
て
も
政
治
か
ら
完
全
に
離
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
と
い
っ
て
も
、
青
年
が
現
実
に
投
票
す
る
か
ど
う
か
は
別
の（
蛆
）

問
題
で
あ
る
。
一
九
九
三
年
の
総
選
挙
で
、
東
京
都
の
あ
る
区
の
一
つ
の
投
票
区
に
お
け
る
有
権
者
全
員
に
つ
い
て
の
調
査
報
告
が
あ
る
。

区
全
体
の
投
票
率
は
五
六
％
で
あ
っ
た
が
、
一
一
○
歳
は
一
一
一
一
％
、
一
一
一
－
二
四
歳
は
一
一
九
％
、
二
五
’
一
一
九
歳
は
三
七
％
で
あ
っ
た
。

「
選
挙
で
投
票
す
る
」
と
「
何
を
や
っ
て
も
む
だ
だ
」
の
区
別
は
、
次
の
未
来
像
と
の
関
連
で
も
明
確
で
は
な
い
。

･１７脚

llIl20xIN110「選挙で役瓢する」と「何をやってもむだだ」の
「投鯛政党」（上位の政党のみ）
（Ｎは１．１６図を参照）

U2 

％
犯
犯
加
、
⑩

政
治
的
社
会
化
に
お
け
る
連
続
と
不
連
続
二
）
（
岡
村
・
松
本
）

「
何
を
や
っ
て
も
む
だ
だ
」

「
選
雅
で
技
瓢
す
る
」

i彫 111Ｆ 断
党
さ
き
が
け

な
し
、
わ
か
ら
な
い

新
生
党

胤
民
党

社
会
党

Ⅲ
本
新
党

「
わ
る
く
な
る
」
が
群
を
抜
い
て
多
い
の
が
「
日
本
の
自

然
」
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
「
わ
る
く
な
る
」
を
多
い
順

に
見
る
と
「
日
本
の
経
済
」
「
私
た
ち
の
く
ら
し
」
「
世
界

の
平
和
」
「
日
本
の
政
治
」
で
あ
る
。
「
よ
く
な
る
」
が
や

一一一一

問
７
と
こ
ろ
で
、
つ
ぎ
の
こ
と
は
こ
れ
か
ら
ど
う

な
る
と
思
い
ま
す
か
。
あ
な
た
が
そ
う
な
る
だ
ろ
う

と
思
う
も
の
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

②
私
た
ち
の
く
ら
し
⑪
日
本
の
経
済
⑥
日
本
の

政
治
側
日
本
の
自
然
⑥
世
界
の
平
和

⑩
よ
く
な
る
②
か
わ
ら
な
い
③
わ
る
く
な
る

側
わ
か
ら
な
い
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法
学
志
林
第
九
十
三
巻
第
二
号

一一一一一

や
多
い
の
は
「
日
本
の
経
済
」
と
五
匹
界
の
平
和
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
で
も
「
よ
く
な
る
」
が
「
わ
る
く
な
る
」
を
上
ま
わ
る

こ
と
は
な
い
。
長
引
く
不
況
と
世
界
の
地
域
紛
争
は
あ
る
程
度
の
影
響
を
与
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
決
定
的
で
は
な
い
。
「
日
本
の

政
治
」
が
「
よ
く
な
る
」
は
一
二
％
で
、
そ
こ
に
「
政
治
不
信
」
を
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
「
か
わ
ら
な
い
」
を
否
定
的
で
は
な
い

と
鰹
釈
す
れ
ば
、
も
っ
と
も
少
な
く
否
定
的
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
一
・
一
九
図
は
「
選
挙
で
投
票
す
る
」
グ

ル
ー
プ
と
「
何
を
や
っ
て
も
む
だ
だ
」
の
グ
ル
ー
プ
が
「
私
た
ち
の
く
ら
し
」
と
「
日
本
の
政
治
」
の
将
来
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
か

を
示
す
。
「
何
を
や
っ
て
も
む
だ
だ
」
の
方
が
「
く
ら
し
」
と
「
政
治
」
の
双
方
に
つ
い
て
悲
観
的
で
あ
り
、
「
わ
か
ら
な
い
」
も
少
な
い
。

し
か
し
、
「
何
を
や
っ
て
も
む
だ
だ
」
が
将
来
に
否
定
的
で
あ
り
、
よ
り
明
確
な
意
見
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
に
は
、
そ
の
差
は
あ
ま
り

１．１８図

Ｉ１Ｕ７将来像

よ
く
な
る

か
わ
ら
ち
い

わ
る
く
な
る

わ
か
ら
な
い

私たちのくらし

]本の経済

日本の政治

I】本の自然

luliLの平和

100％ 

｢選挙で技製する」とＩＩ１をやってもむだだ」
の「くらし」「政治」の将来像
（Ｎは１．１６１２１を参照）

1.19脚

IIU7xIlHlo 

桜たちのくらし

よ

く
な
る

か
わ
ら
な
い

わ
る
く
准
ろ

わ
か
ら
な
い

遮験で投票
する

何をやって
もむだだ

00％ 

Ⅱ本の政枯

よ
く
な
る

か
わ
ら
な
い

わ
か
ら
な
い

わ
る
く
な
る

螺
弍
だ
「
か
わ
ら
な
い
」
の
意
味
が
一
一

で
や
だ

蝉
縄
鵬
い
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
異
な
る
こ
と

Ｚ２２ 
－ － 

ｉ'’ ＝ 

に
も
小
さ
い
。
全
体
を
見
れ
ば
、

兜
こ
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
は
む
し

⑪
 ろ
類
似
し
て
お
り
、
弁
別
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
い
ず
れ

の
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
も
、
も

っ
と
も
多
い
の
は
「
く
ら
し
」

「
政
治
」
が
「
か
わ
ら
な
い
」

で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、

＝ '〃'’
～ 〆

＝＝ ;〃Z〃Z’
￣ ～ 

■■■■■■■■■ 

■■■■■■■■■ 

■■■■■■■■■■■■■■ 

￣ Z'Z物
〆 ～ 

l勿勿勿物’’’’’’１
￣ ̄  ￣ 

￣ 

￣ 

■■■■■■■■■■■■■■■■ 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ |勿勿ｚＺ

／、 へ

"勿勿Ｚ:二三三三参弓

〆旨二二1:三易
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も
者
え
ら
れ
る
。
「
選
挙
で
投
票
す
る
」
で
は
そ
れ
は
現
状
を
肯
定
す
る
態
度
で
あ
り
、
「
何
を
や
っ
て
も
む
だ
だ
」
で
は
将
来
に
絶
望
し

た
結
果
の
「
か
わ
ら
な
い
」
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

「
政
治
に
意
見
を
反
映
さ
せ
る
に
は
」
と
問
わ
れ
て
「
何
を
や
っ
て
も
む
だ
だ
」
と
答
え
る
態
度
は
、
子
ど
も
の
政
治
的
社
会
化
の
過

程
に
お
い
て
着
実
に
増
加
し
、
今
回
の
青
年
で
も
、
過
半
数
を
超
え
な
い
も
の
の
、
も
っ
と
も
多
数
に
よ
っ
て
表
明
さ
れ
て
い
る
。
現
代

の
青
年
に
絶
望
の
契
機
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
の
デ
ー
タ
は
、
そ
の
希
薄
さ
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
少
な

く
と
も
そ
れ
は
対
自
的
な
絶
望
で
は
な
い
。
「
政
治
家
不
信
」
「
何
を
や
っ
て
も
む
だ
だ
」
「
か
わ
ら
な
い
」
と
い
っ
た
態
度
の
背
後
に
あ

（
羽
）

る
も
の
は
、
私
生
活
の
充
足
で
あ
る
。
青
年
の
私
生
活
志
向
は
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
調
査
で
も
そ
れ
は
顕
著
で
あ
る
。

一
・
四
表
を
見
て
わ
か
る
よ
う
に
、
ま
ず
大
切
な
の
は
「
わ
た
く
し
の
し
あ
わ
せ
」
で
あ
り
、
次
に
「
家
庭
の
し
あ
わ
せ
」
で
あ
る
。
そ

し
て
、
そ
の
ど
ち
ら
か
に
結
び
つ
い
て
「
惜
更
あ
平
和
」
が
つ
づ
く
。
「
す
み
よ
い
町
や
村
」
「
日
本
が
栄
え
る
こ
と
」
を
選
ぶ
も
の
は
わ

ず
か
で
あ
る
。
「
日
本
が
栄
え
る
こ
と
」
と
い
う
選
択
肢
に
問
題
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
「
日
本
」
を
「
精
神
文
化
」
「
生
き
が
い
を
与

え
る
社
会
」
「
福
祉
」
な
ど
に
関
連
さ
せ
れ
ば
あ
る
程
度
の
増
加
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
と
り
あ
え
ず
与
え
ら
れ

た
結
果
か
ら
い
え
ば
、
「
私
」
「
家
庭
」
と
「
世
界
」
の
中
間
が
欠
落
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
、
一
九
六
八
年
以
来
、
子
ど
も

の
政
治
的
社
会
化
と
連
続
し
て
い
る
。
低
学
年
で
は
、
「
家
庭
の
し
あ
わ
せ
」
が
も
っ
と
も
多
い
が
、
学
年
が
上
昇
す
る
に
つ
れ
て
そ
れ

は
や
や
減
少
し
、
「
わ
た
く
し
の
し
あ
わ
せ
」
が
増
加
す
る
。
「
す
み
よ
い
町
や
村
」
と
「
日
本
が
栄
え
る
こ
と
」
を
選
ぶ
も
の
は
一
貫
し

て
少
な
い
。
「
世
界
の
平
和
」
は
、
そ
の
内
容
理
解
と
関
係
な
く
、
小
学
生
か
ら
高
校
生
に
い
た
る
ま
で
、
表
象
と
し
て
強
い
吸
引
力
を

政
治
的
社
会
化
に
お
け
る
連
続
と
不
連
続
二
）
（
岡
村
・
松
本
）

一一一一一一

問
２
あ
な
た
が
大
切
だ
と
思
う
も
の
を
、
順
番
に
二
つ
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

Ⅲ
わ
た
く
し
の
し
あ
わ
せ
②
家
庭
の
し
あ
わ
せ
③
す
み
よ
い
町
や
村
川
日
本
が
栄
え
る
こ
と
⑤
世
界
の
平
和
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冊
扇
乖
の
平
和

せ
日
本
が
栄
え
る
こ
と

綣
詔
す
み
よ
い
町
や
村

』
一
家
庭
の
し
あ
わ
せ

のも
わ
た
く
し
の
し
あ
わ
せ

二
つ

恩とだ切大ｒ
 

２
 

問表４
 

１
 

二
番
目

要
求
（
□
の
日
ロ
ロ
ロ
）
を
満
足
さ
せ
れ
ば
、
体
系
へ
の
支
持
、
よ
り
具
体

（
蛇
）

的
に
は
特
定
の
支
持
（
切
已
の
。
ヨ
：
巨
石
□
・
耳
）
が
増
加
す
る
。
こ
の
図
式
を
こ
こ
に
適
用
す
る
と
、
人
々
が
私
生
活
の
充
足
を
求
め
、
そ

れ
が
一
応
満
足
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
政
治
体
系
へ
の
支
持
が
高
ま
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
調
査
結
果
を
見
る
か
ぎ
り
、
こ
の

よ
う
な
傾
向
を
見
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
問
７
の
「
私
た
ち
の
く
ら
し
」
と
「
日
本
の
政
治
」
を
ク
ロ
ス
さ
せ
て
み
る
と
、
「
政
治
」

が
よ
く
な
っ
て
「
く
ら
し
」
が
よ
く
な
る
と
考
え
る
の
は
全
体
の
三
％
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
「
政
治
」
が
わ
る
く
な
っ
て
「
く
ら
し
」

が
わ
る
く
な
る
と
す
る
も
の
も
九
％
の
少
数
で
あ
る
。
「
政
治
」
が
わ
る
く
な
っ
て
も
「
く
ら
し
」
が
か
わ
ら
な
い
と
い
う
将
来
像
は
一

法
学
志
林
第
九
十
三
巻
第
二
号

｜
写
す
円

三
四

（
釦
）

。
も
っ
て
い
る
。
青
年
の
意
識
・
も
こ
の
延
長
上
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し

か
し
、
彼
ら
に
お
い
て
「
日
本
」
が
存
在
し
な
い
の
で
は
な
い
。
問
妬

で
「
あ
な
た
は
日
本
人
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
か
」
と
た

ず
ね
る
と
、
九
○
％
が
「
は
い
」
と
答
え
て
い
る
。
何
が
「
よ
か
っ
た
」

か
は
人
に
よ
り
異
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
も
っ
と
も
大
き
な

（
劃
）

部
分
が
私
生
活
の
充
足
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
問
３
「
あ
な

た
は
将
来
ど
の
よ
う
な
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
か
」
の
結
果
は
、

青
年
の
私
生
活
志
向
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
三
五
％
が
「
し
あ

わ
せ
な
家
庭
を
つ
く
る
人
」
、
二
九
％
が
「
自
分
の
好
き
な
よ
う
に
く
ら

す
人
」
と
答
え
て
い
る
。

イ
ー
ス
ト
ン
の
政
治
体
系
分
析
に
し
た
が
え
ば
、
体
系
が
構
成
員
の
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四
％
で
あ
る
。
公
教
育
に
お
い
て
、
ま
た
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
、
「
く
ら
し
」
を
よ
く
す
る
た
め
に
は
「
政
治
」
が
大
切
で
あ
る

と
説
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
青
年
は
、
「
政
治
」
は
「
政
治
」
で
あ
り
、
「
く
ら
し
」
は
「
く
ら
し
」
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
問
７
の
「
私
た
ち
の
く
ら
し
」
と
「
日
本
の
政
治
」
と
の
間
に
は
正
の
相
関
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
相
関
係
数
は
．
一
五
に
す
ぎ
な
い
。

青
年
の
意
識
の
こ
の
よ
う
な
側
面
は
、
「
政
治
的
無
関
心
」
「
政
治
離
れ
」
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た

よ
う
に
、
青
年
は
「
政
治
」
に
無
知
で
も
な
け
れ
ば
、
無
関
心
で
も
な
い
。
か
っ
て
、
リ
ー
ス
マ
ン
は
、
一
九
五
○
年
代
の
ア
メ
リ
カ
を

評
し
て
、
お
ど
ろ
く
べ
き
こ
と
は
、
無
関
心
派
の
人
間
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
な
ぜ
無
関
心
派
の
人
間
が
こ
れ
以
上
多
く
な
ら

（
銅
）

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
た
。
こ
の
問
題
は
、
現
代
日
本
に
お
い
て
も
再
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
政
治
家
不
信
」
「
政
治
不
信
」
は
表
出
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
政
治
体
系
は
と
に
か
く
機

Ｊ
 

治政
能
し
て
い
る
。
ミ
ル
プ
レ
イ
ス
は
「
政
治
的
関
心
と
活
動
が
低
レ
ヴ
ェ
ル
に
あ
る
に
も
か
か

の本

％
わ
ら
ず
、
民
主
主
義
的
な
政
府
が
繁
栄
し
続
け
、
そ
の
市
民
に
か
な
り
の
程
度
ま
で
満
足
を

日ｒ
 

０
 

×
 

岨
ら
こ
え
る
廃
合
を
是
供
し
て
い
る
一
立
征
資
料
が
牧
多
く
の
社
△
室
か
ら
、
か
な
り
長
期
に
わ

１．５表問７「私たちのくらし」

「日本の政治」

政
治
的
社
会
化
に
お
け
る
連
続
と
不
辿
続
二
）
（
岡
村
・
松
本
）

三
五

「
政
治
家
不
信
」
「
政
治
不
信
」
は
表
出
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
政
治
体
系
は
と
に
か
く
機

能
し
て
い
る
。
ミ
ル
プ
レ
イ
ス
は
「
政
治
的
関
心
と
活
動
が
低
レ
ヴ
ェ
ル
に
あ
る
に
も
か
か

％
わ
ら
ず
、
民
主
主
義
的
な
政
府
が
繁
栄
し
続
け
、
そ
の
市
民
に
か
な
り
の
程
度
ま
で
満
足
を

０
 

四
あ
た
え
る
統
治
を
提
供
し
て
い
る
」
立
証
資
料
が
数
多
く
の
社
会
か
ら
、
か
な
り
長
期
に
わ

（
狐
）

た
っ
て
よ
せ
壱
わ
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
彼
の
関
心
は
最
小
限
ど
れ
だ
け
の
関
心
と
参
加

が
必
要
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
日
本
の
場
合
、
こ
の
よ
う
な
閥
の
問
題
と
と
も

に
、
言
語
表
象
だ
け
か
ら
す
れ
ば
政
治
体
系
に
対
し
て
一
見
マ
イ
ナ
ス
の
入
力
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
も
の
が
、
機
能
と
し
て
プ
ラ
ス
の
入
力
に
転
じ
う
る
と
い
う
側
面
を
も
考
察
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
青
年
の
「
政
治
家
不
信
」
「
政
治
不
信
」
に
つ
い
て
そ
の
い
く

」
っ
か
の
問
題
を
検
討
し
て
き
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
体
系
が
機
能
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
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法
学
志
林
第
九
十
三
巻
第
二
号

と
、
そ
の
体
系
が
何
を
出
力
し
、
ど
こ
へ
向
お
う
と
し
て
い
る
か
は
、
ま
っ
た
く
別
の
問
題
で
あ
る
。

（
６
）
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
の
一
部
は
、
以
下
の
著
作
・
論
文
で
発
表
さ
れ
て
い
る
。
岡
村
「
現
代
日
本
に
お
け
る
政
治
的
社
会
化
－
－
政
治
意
識
の
培
養
と
政

治
家
像
」
日
本
政
治
学
会
縞
『
現
代
日
本
に
お
け
る
政
治
態
度
の
形
成
と
櫛
造
』
（
『
年
報
・
政
治
学
一
九
七
○
』
岩
波
番
店
、
’
九
七
一
年
、
所
収
、
地
方

自
治
協
会
編
『
市
民
意
識
と
地
方
自
治
－
１
全
国
調
査
』
地
方
自
治
協
会
、
一
九
八
二
年
、
社
会
経
済
国
民
会
議
編
『
戦
後
世
代
の
価
値
観
変
化
と
行
動
槻
式

（
４
）
青
年
に
つ
い
て
は
、
総
理
府
宵
の
痒
需
対
策
本
部
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
意
帯
鑓
調
査
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
目
的
は
青
年
の
意
識
そ
れ
自
体
で
あ
っ
て
、

子
ど
も
と
お
と
な
と
を
架
橋
す
る
も
の
で
は
な
い
。

（
５
）
石
田
雄
は
万
社
会
に
出
て
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
新
し
い
政
治
的
態
歴
形
成
（
政
治
的
社
会
化
）
が
行
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
て
い
る
。
石
田
雄

『
市
民
の
た
め
の
政
治
筆
１
‐
ｌ
政
治
の
見
方
・
変
え
☆
色
明
石
書
店
、
一
九
九
○
年
、
一
一
二
頁
。
ま
た
、
石
田
『
現
代
政
治
の
組
織
と
象
鰯
匡
み
す
ず
替
壹
哀

（
１
）
○
富
『
］
の
⑩
旬
・
富
の
『
１
口
目
・
豊
Ｑ
』
昏
尊
閃
＆
〔
鳶
Ｎ
§
恩
』
Ｑ
ご
愚
目
§
馬
の
冨
貝
ビ
ミ
ミ
甸
暮
○
号
＆
Ｑ
＆
同
国
》
員
貿
員
（
０
国
８
曲
。
”
弓
ロ
の
己
昌
『
の
２
ｑ

Ｃ
ｍ
Ｏ
三
Ｃ
ｐ
ｍ
ｏ
勺
門
の
⑩
の
。
ｇ
巴
）
・
〔
謎
＆
句
固
臣
贋
⑤
目
斡
・
冨
冒
ｓ
⑮
ご
劃
脅
⑮
＆
切
目
』
図
（
ｚ
の
ニ
ミ
『
◎
門
戸
“
○
す
四
ユ
の
②
の
◎
風
ワ
ロ
の
丸
印
②
◎
ロ
⑫
。
］
①
農
）

（
２
）
こ
れ
ら
の
研
究
者
の
著
作
は
多
い
が
、
住
譲
呵
な
も
の
を
あ
げ
て
お
く
。
□
囚
『
己
園
の
８
口
目
ロ
］
：
戸
口
の
ロ
己
鈩
◎
菖
辱
曾
冒
『
意
思
言
§
』
、
冒
薗
胃

９
画
言
②
＆
思
冒
Ｂ
Ｒ
侭
葛
ヨ
ロ
Ｑ
（
ｚ
２
「
国
。
『
六
叩
三
ｎ
ｏ
『
皇
，
因
』
こ
む
巴
）
．
”
◎
ウ
の
『
Ｂ
・
酉
①
、
：
且
］
目
】
号
ぐ
・
『
・
『
ロ
の
］
》
尋
⑮
ロ
⑤
爵
冨
ご
愚
ミ
ミ
さ
ミ
ー

筒
昌
」
葛
言
旦
⑲
②
冒
○
蔵
声
等
§
（
○
三
８
，
２
』
』
旦
冒
の
．
」
垣
ｓ
）
》
句
『
且
閂
，
。
『
の
８
ｍ
（
の
盲
．
、
討
饗
且
『
§
§
旦
思
毎
罫
酪
（
ｚ
図
『
国
囚
『
の
自
国
巴
の
ご
ロ
ゴ
の
風
ご

勺
『
＄
届
留
）
（
松
原
治
郎
・
高
一
祷
脅
訳
『
子
ど
も
と
政
治
－
ｌ
そ
の
政
治
的
社
会
化
』
福
村
出
版
、
一
九
七
二
年
）
。
政
治
的
社
会
化
研
究
の
蟻
観
に
つ
い
て

は
、
］
：
六
円
》
の
ロ
ロ
一
ｍ
の
Ｑ
ｊ
ｍ
Ｃ
ｑ
昔
諒
圏
戴
○
ヨ
８
弔
さ
』
嘗
図
叩
』
宛
圏
＆
⑩
「
（
ｚ
の
ョ
目
。
『
穴
叩
ヨ
一
一
の
『
・
乞
畠
）
・
幻
】
◎
ず
四
己
同
・
ロ
聖
宅
、
。
Ｐ
宍
の
ロ
ロ
の
房
宅
『
の
君
凸
＃
四
コ
。

【
日
の
目
の
．
己
曾
『
⑩
。
ｐ
・
ざ
愚
蔦
ロ
』
②
○
○
頁
時
§
§
・
や
目
８
．
．
（
西
。
⑩
（
。
ｐ
叩
口
Ｅ
Ｐ
ｐ
８
ヨ
ニ
皀
司
）
（
加
藤
秀
治
郎
他
訳
『
政
治
的
社
会
化
－
－
市
民
形
成
と

政
治
教
育
ど
芦
鱒
房
、
一
九
八
九
年
）
な
ど
を
参
照
。
日
本
に
お
い
て
も
政
治
的
社
会
化
が
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
多
く
な
っ
た
が
、
そ
の
実
証
的
デ
ー
タ
の
蓄

翻
は
き
わ
め
て
童
弱
で
あ
る
。
最
近
の
現
状
を
要
約
し
た
も
の
と
し
て
、
西
島
央
「
政
治
的
社
会
化
研
究
の
理
論
的
再
蝋
蟹
Ｔ
－
－
政
治
的
関
長
形
式
と
そ
の
痩

得
過
程
を
中
心
と
し
て
」
（
宙
責
天
学
修
士
論
文
・
未
発
表
）
一
九
九
三
年
。

（
３
）
□
②
ご
昼
Ｃ
・
ｍ
ｏ
ゴ
ゴ
ロ
『
厨
ロ
ロ
ロ
の
四
口
□
門
口
田
【
の
⑤
宮
司
山
風
Ｎ
の
ロ
の
ざ
」
焉
冨
ご
Ｒ
）
尋
輔
同
斡
○
ヨ
②
昔
弔
ざ
毎
斡
行
貝
勿
ｏ
ａ
Ｅ
時
貝
斡
ロ
ヨ
（
ｚ
の
司
邑
。
『
行
『
。
①
句
『
①
の
勺
剴
の
②
〃

』
召
⑨
）
所
収
の
関
連
論
文
〉
富
・
病
の
口
こ
の
ロ
ヨ
ロ
頃
、
回
且
四
．
冨
己
ｚ
】
の
目
白
鳶
弔
可
毎
註
日
へ
Ｃ
冒
己
：
「
Ｃ
「
」
ａ
○
園
§
菌
（
弔
邑
目
８
－
．
冒
句
１
口
８
８
コ
ご
ヨ
ー

ぐ
の
司
切
芦
］
勺
円
①
⑩
酸
』
の
『
←
）
。

一
九
七
八
年
、
三
○
七
頁
。

一一一一ハ
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（
７
）
因
閉
８
：
目
扁
目
】
の
壹
呂
凰
再
・
因
の
脇
四
目
『
・
日
の
］
・
Ｂ
ａ
鈩
の
『
の
召
の
扁
冒
・
８
２
．

（
８
）
一
般
的
支
持
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
ご
画
く
已
回
四
の
８
Ｐ
径
悶
冒
：
Ｅ
Ｃ
愚
百
、
恩
冒
目
』
』
目
曾
時
（
因
ロ
、
］
の
肴
。
。
。
。
冨
切
・
Ｚ
・
」
・
函
勺
忌
昌
一
８
出
呂
》

岳
＄
）
岡
村
訳
『
政
治
分
析
の
基
礎
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
六
八
年
、
一
四
二
頁
。

（
９
）
岡
村
、
前
掲
「
現
代
日
本
に
お
け
る
政
治
的
社
会
化
」
を
参
照
。

両
）
年
齢
が
上
昇
す
る
に
つ
れ
て
政
治
家
の
評
価
が
低
下
す
る
と
い
う
傾
向
は
日
本
と
欧
米
で
共
通
し
て
観
察
さ
れ
る
が
、
そ
の
出
発
点
と
過
程
で
大
き
く
異

な
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
大
統
領
像
は
父
親
な
ど
樋
威
一
般
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
分
化
し
て
く
る
の
に
対
し
て
、
日
本
で
は
「
総
理
大
臣
を
自
分
の
周
辺

の
人
間
関
係
の
延
長
上
に
と
ら
え
る
こ
と
か
ら
出
発
す
る
の
で
は
な
く
、
総
理
大
臣
を
総
理
大
臣
と
し
て
、
す
な
わ
ち
周
辺
の
人
間
関
係
と
は
切
断
さ
れ
た
と

こ
ろ
に
存
在
す
る
人
物
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
か
ら
出
発
す
る
」
。
岡
村
、
同
上
一
四
頁
○

（
ｕ
）
ア
メ
リ
カ
で
も
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件
は
子
ど
も
の
大
統
領
像
に
影
響
を
与
え
、
肯
定
的
評
価
を
減
少
さ
せ
て
い
る
。
犀
の
二
円
．
○
【
の
①
ロ
の
（
の
旨
．

。
目
冨
馬
目
の
ぐ
・
］
の
貝
Ｆ
の
日
の
『
罰
・
ぐ
曾
巴
》
○
三
一
号
２
㎡
目
画
困
研
・
［
勺
・
］
底
・
巴
月
日
；
ご
弓
ゴ
局
の
□
の
日
・
§
Ｑ
８
團
津
ヨ
ミ
目
斡
さ
冒
旦
画
風
§
８

宛
８
§
。
（
円
８
日
富
『
巳
司
）
・

（
、
）
岡
村
が
総
理
大
臣
像
を
調
査
し
た
の
は
、
池
田
、
佐
藤
、
田
中
、
中
曽
根
、
海
部
の
各
内
閣
の
と
き
で
あ
る
。
標
本
数
、
地
域
、
調
査
方
法
は
異
な
る
が
、

こ
の
傾
向
は
一
貫
し
て
い
る
。
高
い
支
持
率
を
え
て
い
る
と
き
の
田
中
内
閣
で
も
そ
う
で
あ
る
。
○
百
日
ロ
日
陰
宅
◎
旨
８
－
の
・
・
芭
厨
：
◎
ロ
。
『
ご
日
の
菖
巴
⑫
、

シ
○
四
の
の
旨
］
８
口
Ｐ
忍
蒼
弓
忌
Ｐ
』
中
呂
・
岡
村
「
政
治
意
識
の
基
底
と
し
て
の
総
理
大
臣
像
」
渓
内
謙
他
編
『
現
代
行
政
と
官
僚
制
』
（
下
）
、
東
大
出
版
会
、
一

九
七
四
年
、
所
収
、
「
沖
縄
・
宮
古
島
に
お
け
る
子
ど
も
と
政
治
」
『
法
学
志
林
』
第
八
十
五
巻
第
三
号
、
（
一
九
八
七
年
一
二
月
）
な
ど
を
見
ら
れ
た
い
。

（
旧
）
岡
村
「
国
の
『
政
治
』
と
地
方
の
『
自
治
』
」
前
掲
地
方
自
治
協
会
縞
『
市
民
意
繊
と
地
方
自
治
』
所
収
、
二
二
一
頁
。

口
）
標
本
数
は
少
な
い
が
、
今
回
の
調
査
で
も
、
通
信
教
育
部
の
中
・
高
年
齢
層
で
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
二
○
歳
以
上
の
変
化
は
、
未
成
年

（
旧
）
岡
村
「
国
の
『
政
治
』
し

（
ｕ
）
』
磯
本
数
は
少
な
い
が
、
〈

期
の
よ
う
に
劇
的
で
は
な
い
。

宿
）
国
レ
ベ
ル
の
政
治
家
と
地
方
レ
ベ
ル
の
政
治
家
の
対
比
に
つ
い
て
は
、
不
十
分
で
は
あ
る
が
、
岡
村
忠
夫
・
安
江
明
夫
「
政
治
家
像
の
形
成
ｌ
ナ
シ
ョ
ナ

ル
と
ロ
ー
カ
ル
の
ば
あ
い
」
『
都
市
問
題
』
一
九
六
九
年
九
月
、
を
参
照
。

届
）
岡
村
「
政
治
不
信
の
『
日
本
的
』
織
造
」
地
方
自
治
協
会
編
『
市
民
意
識
と
地
方
自
治
ｌ
町
田
・
金
沢
調
査
』
地
方
自
治
協
会
、
’
九
七
九
年
、
所
収
、

届
）
岡
村

■
 

一
六
七
百
毛

の
変
容
』
（

し
て
い
る
。政
治
的
社
会
化
に
お
け
る
連
続
と
不
連
続
二
）
（
岡
村
・
松
本
）

（
ｚ
扇
尹
。
ご
目
勺
□
＆
社
会
経
済
国
民
会
議
、
’
九
八
八
年
。
岡
村
は
地
方
自
治
協
会
の
調
査
に
、
松
本
は
社
会
経
済
国
民
会
議
の
調
査
に
参
加

七
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党
の
三
つ
に
限
定
す
る
と
、

え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

問
⑫
つ
ぎ
に
あ
げ
る
政
党
の
党
首
は
、
誰
で
し
ょ
う
か
。
下
の
人
物
リ
ス
ト
？
～
ソ
）
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

Ⅲ
自
民
党
②
社
会
党
③
新
生
党
側
公
明
党
⑤
日
本
新
党
⑥
新
党
さ
き
が
け
、
民
社
党
⑧
共
産
党

㈲
石
田
幸
四
郎
ｍ
市
川
雄
一
㈲
大
内
啓
伍
回
小
澤
一
郎
㈱
海
部
俊
樹
㈲
河
野
洋
平
㈲
武
村
正
義
例
土
井
た
か
子
㈲
橋
本
竜
太
郎
同
羽
田

孜
紛
不
破
哲
三
②
細
川
護
煕
㈲
宮
本
顕
治
㈲
村
山
富
市
⑪
米
沢
陸

八
点
を
満
点
と
す
る
と
、
○
～
三
点
二
○
％
、
四
～
五
点
二
○
％
、
六
点
二
○
％
、
七
点
二
二
％
、
八
点
一
八
％
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
自
民
党
、
社
会
党
、
新
生

命
）
石
川
真
澄
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
九
三
年
の
総
選
挙
で
も
、
政
治
変
動
へ
の
予
感
と
期
待
が
有
樒
者
の
間
に
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
総
選

挙
で
の
史
上
最
低
投
票
率
を
記
録
し
た
。
選
挙
ご
と
の
個
別
の
理
由
を
超
え
て
、
選
挙
そ
の
も
の
に
対
す
る
有
効
感
覚
や
、
政
治
へ
の
関
心
が
い
ち
じ
る
し
く

小
さ
く
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
ほ
か
な
い
」
。
石
川
、
前
掲
書
、
二
○
六
頁
。

い
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
」
（

命
）
子
ど
も
に
対
す
る
調
査
一

で
は
ほ
と
ん
ど
零
％
に
な
る
。

（
ど
「
そ
の
他
」
は
自
由
に
記
入
し
て
も
ら
っ
た
が
、
否
定
的
イ
メ
ー
ジ
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
「
自
分
の
財
産
を
増
や
す
た
め
な
ら
手
段
を
選
ば
な
い
人
」

［
櫨
力
を
つ
か
い
無
理
な
こ
と
を
押
し
と
お
す
」
「
え
ら
い
わ
け
で
も
な
い
の
に
え
ら
そ
う
に
見
せ
る
人
」
な
ど
で
あ
る
。
問
９
「
国
会
識
員
は
雄
の
た
め
に
働

い
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
」
の
「
そ
の
他
」
で
も
こ
２
観
向
は
同
じ
で
あ
る
。

（
沁
）
子
ど
も
に
対
す
る
調
査
で
は
「
マ
ス
コ
ミ
」
が
な
く
「
天
皇
」
が
あ
る
。
「
天
皇
」
は
小
学
校
三
年
生
で
一
一
五
％
あ
る
が
、
六
年
生
で
は
三
％
、
高
校
生

（
羽
）
た
と
え
ば
、
三
宅

瓦
）
岡
村
べ
前
掲
「
政
坐

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
犯
）
同
右
。

（
皿
）
岡
村
、
前
掲
「
現
代
日
本
に
お
け
る
政
治
的
社
会
化
」
五
三
頁
。

ヅー、へ’■、－，

２０１９１８１７ 
－夕－，－グ－ｸﾞ

た
と
え
ば
、
三
宅
一
郎
『
日
本
の
政
治
と
週
峯
』
東
大
幽
欣
会
、
一
九
九
五
年
、
一
二
頁
以
下
。

岡
村
べ
前
掲
「
政
治
意
識
の
基
底
と
し
て
の
総
理
大
臣
像
」
を
参
照
。
し
た
が
っ
て
「
え
ら
い
」
を
プ
ラ
ス
・
シ
ン
ボ
ル
と
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
。

法
学
志
林
第
九
十
三
巻
第
二
号

岡
村
、
前
掲
「
政
治
意
識
の
基
底
と
し
て
の
総
理
大
臣
像
」
四
二
三
頁
○

以
下
の
「
政
界
」
の
様
相
は
、
石
川
真
澄
『
戦
後
政
治
史
』
岩
波
新
轡
、
一
九
九
五
年
、
を
参
照
し
た
。

内
閣
支
持
率
は
『
朝
日
新
聞
』
に
よ
る
。

大
学
生
の
政
党
識
別
・
理
解
に
つ
い
て
、
次
の
結
果
が
一
つ
の
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

三
点
満
点
五
一
％
、
二
点
三
○
％
と
な
る
。
政
党
が
流
動
化
す
る
な
か
で
、
こ
の
数
字
は
、
一
応
の
政
党
識
別
を
示
し
て
い
る
と
い

八
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訂
）
一
九
九
五
年
五
月
に
実
施
さ
れ
た
総
理
府
の
「
国
民
生
活
に
関
す
る
世
論
調
査
」
で
は
「
現
在
の
生
活
」
に
「
満
足
し
て
い
る
」
「
ま
あ
満
足
し
て
い
る
」

の
合
計
は
七
三
％
で
、
過
去
最
高
の
比
率
に
な
っ
て
い
る
。
『
読
売
新
聞
』
一
九
九
五
年
八
月
二
一
日
。

（
犯
）
団
画
呉
・
Ｐ
ｇ
昌
・
・
邦
訳
一
四
二
’
一
一
一
頁
。

（
鍋
）
□
画
く
苞
四
囲
：
艮
自
鳶
伊
・
息
唇
○
さ
員
』
』
、
冨
暑
＆
鳶
○
冒
括
篇
』
胃
§
§
○
百
…
§
西
目
日
。
（
ｚ
の
雪
国
四
『
の
目
匡
の
己
昌
】
く
：
ご

祠
忌
協
．
』
わ
、
］
）
加
藤
秀
俊
訳
『
孤
独
な
群
衆
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
六
四
年
、
一
七
三
頁
。

（
狐
）
い
＄
怠
『
三
・
言
」
ず
国
冒
ざ
（
§
。
』
智
葛
（
管
。
罫
再
思
）
Ｅ
ロ
ミ
ミ
ご
Ｄ
・
恩
８
行
。
⑩
『
冒
匡
。
ご
圏
習
ざ
愚
図
や
（
○
曰
８
ｍ
・
壺
冗
目
口
昌
・
三
國
】
］
］
．

ご
爵
）
内
山
秀
夫
訳
『
政
治
参
加
の
心
理
と
行
動
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
七
六
年
、
一
九
九
頁
。

一
年
、
一
五
二
頁
。

、
）
岡
村
他
「
政
甦

八
号
二
九
六
九
』

（
犯
）
東
京
都
新
宿
区
選
挙
管
理
委
員
会
「
は
た
ち
」
一
九
九
四
年
。

（
”
）
｝
」
の
現
象
は
新
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
栗
原
彬
は
一
九
七
二
年
と
七
六
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
世
論
調
査
所
の
調
査
に
も
と
づ
い
て
「
金
や
名
誉
を
考
え
ず
に
、

自
分
の
趣
味
に
合
っ
た
く
ら
し
方
を
す
る
青
年
が
増
加
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
栗
原
彬
『
や
さ
し
さ
の
ゆ
く
え
Ｉ
現
代
青
年
論
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八

岡
村
他
「
政
治
坐

二
九
六
九
年
）

政
治
的
社
会
化
に
お
け
る
連
続
と
不
連
続
二
）
（
岡
村
・
松
本
）

「
政
治
的
社
会
化
に
お
け
る
〈
民
主
主
義
〉
と
〈
平
和
〉
－
－
教
科
書
内
容
の
定
着
の
問
題
」
『
国
際
基
督
教
大
学
社
会
科
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第

参
照
。

九
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